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本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　　　　１







　首都帝都、華はなやかなる中心地、帝都城は二重の堀ほりに囲かこまれた、強固な結けつ界かい領りよう域いきである。

　帝都一の観光地であり、大勢の人間が出入りする場所である帝都城公園は、夜や半はんの閉門時間になると、ひっそりと静かになる。────春の二カ月間以外は。

「こんなところで寝ちゃ駄だ目めですよー！　起きてくださーい」

「喧けん嘩かはやめてください！　落ち着いて！」

　桜さくらの名所としても知られている帝都城公園は、区画を分けて開花期の違う桜の木が植うえられているので、早咲きから遅咲きの桜まで、長く花見を楽しむことができる。

　お花見シーズンの間、夜桜見物用に雪洞ぼんぼりに明かりが灯ともされた区画は、閉園時間三十分前を知らせる鐘かねの鳴る時間になっても、桜を愛めでて宴えん会かいに興じる来園者で大おお賑にぎわいだ。

「じぶんはぜんっぜん、よってまっしぇ～ん」

「はいはい、酔よってないのはわかりましたから、どうぞこっちに来てくださいねー」

「そこ！　木に登っちゃいけませーん！　危あぶないですよー！」

　酔っぱらって羽は目めを外はずしている者も、この期間には数えきれないほどいる。帝都城公園管かん理り局きよくに属する警けい備び員いんだけではとても手が足りないので、公こう儀ぎ隠おん密みつや公儀隠密候補生たちも、毎年大勢が駆かりだされている。

　たっぷり増員された公園警備員は、来園者を注意したり起こしたり介かい抱ほうしたり、落ちているゴミを拾い集めたり、あれこれ忙しく公園内を奔ほん走そうしている。

「す、びばせん、トイレどこですか……うぷっ……！」

「はい！　エチケット袋、ここにあります！」

　何があっても速すみやかに対処できるよう、準備も怠おこたりない。




「ピ！」

　頭上で警けい戒かいするように鳴いたチビ朱す雀ざくに、帝都神社の外を見回っていた神官候補生で帝都城奥庭のお庭番・望もち月づき蒼そう司し朗ろうは、足を止める。




　帝都神社の境けい内だいに桜の木はないが、神社の外、すぐ近くには花見のできる区画がある。帝都城公園の施し設せつ関係者は警備に協力する決まりになっているので、帝都神社の神官も交代で見回りを行っている。

　奥庭の四し神じん様を連つれているが、神官候補生である蒼司朗も、他の神官と同じように見回りに出ていた。見回りは当番制だが夜も遅い時間になってしまうので、高校生である蒼司朗の受け持ちは、修行で帝都神社に泊とまりこむ金曜と土曜の夜だけだ。




「あっち？」

「ミギャギャ」

　ピヨ四神が教えるのは、雪洞の明かりも届かない、少し離れた場所だ。




「そーしろーちゃーん、こっちに来て、おじさんたちと寿す司し食いねぇ！」

　宴会をしていた花見客の一人が、見回り中の蒼司朗に気づいて、大きく手を振りながら声をかけた。

「おー、おにわばんさまだー」

「お菓か子しもあるぞー」

「近くで見ると、ほんとにちっせーなー」

「食え！　いっぱい食って、でっかくなれ！　俺が許す！」

　蒼司朗へとかけられた声に賛さん同どうし、やんやと拍はく手しゆ喝かつ采さいと笑いが起こる。

　神官候補生でありながら、帝都の行事のいくつか────それもかなり目立つポジションで参加している蒼司朗は、身体からだが小さいため悪目立ちすることに加え、特とく殊しゆな事情があることで、見物客に覚えられている。今や、帝都のちょっとした有名人の一人だ。来園者の楽しい時間を邪じや魔ましないように、気配を殺してそっと見回りを行っているが、しょっちゅう見つかる。

「すみませーん、オレまだ仕事中なんですー！」

　にこっと微笑ほほえんで、蒼司朗は声をかけてくれた人たちにお辞じ儀ぎする。

　見知らぬ人たちから親しげに声をかけられ、最初は驚いた蒼司朗だが、何度か経験しているうちに対応にも慣なれてきた。

「また今度よろしくお願いしまーす！」

　詫わびて去る蒼司朗は、付き合いは悪くても、仕し種ぐさや容よう姿しに愛あい嬌きようがある。神官装しよう束ぞくで忙しそうにしているのだから、自分だけ遊んでサボることはできないだろうと察しがつく。

「がんばれよー！」

「おうえんしてるぞー」

　あっさりと誘いを断ったものの、蒼司朗を悪く思う者は誰だれもおらず、去り行く背中には温かい言葉がかけられた。




「キュウゥー」

「お仕事優先！」

　こっちにおいでと見せられていた美お味いしいものに名な残ごり惜おしそうな視線を送るチビ青せい龍りゆうたちを、さくっといなして、蒼司朗は枝えだ打うち斧おのを担かついで駆ける。




「ピ、チュチュピ！」

　頭上のチビ朱雀が蒼司朗に示した先は、花見客で賑わう区画からいくらか離れた場所。雪洞の明かりも届かない暗くらがりに、不ふ穏おんな気配がある。近づいて訊たずねてみなければ事情はわからないが、明るい場所での揉もめごとよりも陰いん湿しつな何かであることは確かだろう。酒に酔った者同士の突発的トラブルなら、仲ちゆう裁さいはそれほどややこしくないのだが。

　蒼司朗は近づく前に足を止めて、一度深呼吸する。

（お庭番、望月蒼司朗、参る！）

　枝打ち斧を握にぎり直し、蒼司朗は気配のする暗がりに向かって走る。

「どうかなさいましたかー？」

　大きな声を出しながら近づいた蒼司朗に、暗がりにいた四人の若い男たちが振り返る。

「あぁん？」

「なんだ、チビ……」

　男たちはどうも呂ろ律れつが怪あやしい感じだ。風向きが変わって、男たちのほうから強い酒の匂いがした。

（うっわー、かなり飲んでるよな、これ）

「「（しゃー……）」」

　ピヨ四神は赤ん坊の姿でも、神様なので御お神み酒きは大好きだが、酔っぱらった大人おとなは怖くて嫌きらいだ。

　霊れい力りよくのない者は結界に守られていない場所で奥庭の四神様の姿を見ることはできないのだが、蒼司朗にくっついているピヨ四神は、そーっと頭を引っこめる。

「ガキがのこのこ出しゃばってンじゃねぇゾ……、コラァ！」




　見えなくても、神様を恫どう喝かつしてはいけません。




　どーん！

　あぎゃー！




　外から聞こえた轟ごう音おんと男たちのむくつけき悲鳴、それに続く笑い声に、帝都神社の社しや務む所しよで桜さくら餅もちを食べていた小お此この木ぎ神官長は、微笑んで首を傾かしげる。

「あらら～、やっちゃいましたねぇ」

　小此木神官長の吞のん気きな声に、湯飲みにお茶を注そそいだ鈴すず宮みや神官も苦笑する。

「大事にならないとはわかっているんですけど……」

「ウケてるんだから、よしとしましょう」

　にこっと笑う小此木神官長に、本当にそれでいいのかなぁと鈴宮神官は遠い目をする。




　高校生で、しかもいかにも子供と見えるような小こ柄がらな少年を、本来なら酔すい漢かんが大勢いるような場所の見回りにあたらせることはない。蒼司朗が大人の神官と同じように、見回りを行っているのは、身の安全を保ほ障しようするピヨ四神がついているからだ。

　蒼司朗の手に余るような状態だったり、ピヨ四神の機き嫌げんを損そこねた場合は、相手が人間だろうとなんだろうと、どかーんと打ち上げ花火のように吹っ飛ばして解決だ。そしてどれだけ高く派は手でに吹っ飛ばされようとも、誰も怪け我がをしないし、破損する物もない。

　ピヨ四神の神じん通つう力りきで景気よく吹っ飛ばされる人や物は、知る人ぞ知る帝都城公園の名物になっている。酔っ払いには、とくに大ウケだ。




　毎度お馴な染じみになった轟音と無ぶ頼らい漢かんの悲鳴を聞き、速すみやかに駆けつけた公儀隠密候補生たちが、ピヨ四神の神通力で吹っ飛ばされた者を保ほ護ご（回収）する。

「え、と、すみません……」

　いつも世話をおかけしてと恐きよう縮しゆくしてお辞儀する蒼司朗に、柳生やぎゆう蘭らん丸まるは微笑む。

「奥庭の四神様と蒼司朗様の御おん身みに、お怪我がなくて何よりです」

「こいつらの自じ業ごう自じ得とくってもんだろ。いんじゃね？」

　気絶している男の足首を摑つかみ、二人一度にずるずると引きずって行きながら、犬けん歯しを見せて柳生藤ふじ丸まるは笑った。

　ガキっちい見た目でお庭番様を侮あなどるから、こういう目に遭あうんだよ。

　面と向かって言い放つには失礼だからと、柳生藤丸があえて口にしなかったことが、蒼司朗には聞こえるようだ。

「すみません、よろしくお願いします」

「おー、まっかしといてー」














　ひらひらと手を振って、柳生藤丸は男たちを引きずっていく。他の公儀隠密候補生はそれぞれひとりずつ、やはり足首を摑んで引きずっていった。柳生蘭丸は男たちが落としたのだろう物を拾い、藤丸たちの後を追う。柳生蘭丸が歩くと、男たちが踏ふみ荒あらした跡も、引きずられた跡も、魔法のように綺き麗れいに消えた。将来有望な見事な手て際ぎわだ。

「では、失礼いたします」

「ありがとうございました」

　蒼司朗は会え釈しやくして柳生蘭丸たちと、連れられていく男たちを見送る。

（あれ、絶対、あっちこっちぼろぼろになるよなー）

　着ている服だけでなく、後頭部や身体からだも傷だらけになるだろう。絶対にわざとやっている。後で文もん句くを言われたとしても、酔っていて自分たちでやったのだろう、知らないと、柳生藤丸たちはとぼけるに違いない。




「……それにしても、最近多いような気がしませんか？　蒼司朗様のお顔をご存じの方が増えたのですから、減へってくるのが普通だと思うのですけど」

　鈴宮神官に言われて、小此木神官長はゆっくりお茶を飲んで考える。

「うーん」




　自分のことで精せい一いつ杯ぱいなので周りを見る余裕がなく、蒼司朗に自覚はないが、帝都城奥庭のお庭番様は、最近人気上じよう昇しよう中ちゆうの帝都のアイドルだ。

　しかも奥庭の四神様の加か護ごを受けている特別な神官なのだから、非ひ力りきな子供に見えるからと侮って軽かろんじると、痛い目に遭うだろうと予想できる。不ふ埒らちな輩やからにとって、蒼司朗は最も関わりたくない少年だろう。




「ふむ。確かに、夜桜で宴会は、観光客という時間でもないですね」

　帝都民の行動としては、どうにも腑ふに落ちない。




　見回り当番の時間を終えた蒼司朗は、帝都神社の社務所に戻った。

　蒼司朗には翌よく日じつも朝早くから、神官候補生としての修行と奥庭の庭師の仕事がある。成長期の子供でもあるし、翌日に疲れが残ったりしないよう、蒼司朗の食事や就しゆう寝しん時間はしっかり確保されている。

　蒼司朗も夜よ更ふかししたりしないで、速やかに身体を休めるよう心がけている、のだが。




（あれ？）

　退出前に社務所の火の元と施せ錠じようを確認していた鈴宮神官は、蒼司朗が着替えと就寝に使っている部屋の明かりがまだついていることに気づき、足を止めた。

　蒼司朗は就寝時に部屋の明かりを落とす。つけたまま眠ることはない。

（何かあったのでしょうか？）

　そっと部屋の前に近寄って、鈴宮神官は中の様子を窺うかがう。




　蒼司朗の使っている部屋は、ちょっとした旅館の個室にも似た造りになっている。廊ろう下か側には格こう子しの引き戸があって、草ぞう履りを脱ぬぐ上がり框かまちがあり、板張りの床ゆかから襖ふすまを開けて座ざ敷しきに入る。

　小さいが、身体を清める禊みそぎに使う浴よく室しつや洗面室、トイレまであるので、快適に寝泊まりできる場所だ。

　耳を澄すますと、話し声らしきものが聞こえた。いつもはこんなことはない。鈴宮神官は格子をそっと開いて、中に入る。

「────蒼司朗様？　いかがなさいました？」




　静かにかけられた鈴宮神官の小さな声は、襖の向こうにいる蒼司朗の耳に届いた。

「すみません！　うるさかったですか？」

　慌あわてて襖を開けた蒼司朗は、控ひかえ目に佇たたずんでいた鈴宮神官に頭を下げた。深夜だと、ちょっとした声でも、やたらと通って聞こえるものだ。




　神官装束から就寝時用の学校指定の体たい操そうジャージに着替えている蒼司朗は、ちゃんと就寝準備をしていたようだ。




　顏を出した蒼司朗にいきなり謝罪されて、とんでもないと鈴宮神官は首を横に振る。

「いえ！　いつもはお休みになっていらっしゃるころなのに、まだ声が聞こえたものですから……！　何かあったのかと思いまして」

　迷めい惑わくではなく心配したのだと言った鈴宮神官に、蒼司朗は視線を泳がせる。

「いえ、あの、ですねぇ……」

「はい？」

　言い難にくそうな微び妙みような表情の蒼司朗に、鈴宮神官は目を瞬しばたたいた。

　蒼司朗は頭を搔かく。

「もう皆みなさんお気づきだと思うんですけど、どうも最近『どかーん』ってやっちゃうの、多くないですか？　まぁ、相手に怪我をさせたり、何か壊こわしたりっていうものじゃないですけど、もうちょっと穏おん便びんにできないものかなぁって、言い聞かせてたんです」

　気の短い神様は、ちょっと困る。怪我をさせないからと、派は手でに『どかーん』とやるのを面おも白しろがらせていてはいけない。

「オレが、まだまだ頼りにならないから、なんでしょうけど……」

「いえ、蒼司朗様はよくがんばっていらっしゃいますよ」

　鈴宮神官は断言する。

　確かに、最初はいくらか剣道の心こころ得えがある子供にすぎなかったが、真ま面じ目めに修行を続けている今は、攻こう撃げきに霊力を加えることもできるようになり、神官候補生として頼もしい戦力となっている。

　蒼司朗が少し身体をずらしたので、鈴宮神官はそっと中を覗のぞかせてもらう。




　布ふ団とんの敷しかれた室内には、ピヨ四神の乗った座布団。

　そこに座って、ちょっと話を聞きなさい、という感じで、蒼司朗とピヨ四神が向かい合っていたという様子だ。

「……ミギュ～」

「キュウゥ……」

「……ピー……」

「「……」」




　座布団の上のピヨ四神を見て、鈴宮神官は苦笑する。

「────おねむのようでいらっしゃいますね」

「そうなんですけど……、こういうのって、タイミングを逃のがしちゃうと、意味ないじゃないですか」




　躾しつけを行うときには、何かがあったら、その場ですぐに注意を。




　さすがに外の暗がりや、見回りの途と中ちゆうで、というわけにはいかなかったので、部屋に戻ってできるだけ早く、対面してのお話となったわけだ。しかし、今日も一日よく遊んだピヨ四神は、ねむねむ状態で、何も聞こえていないだろう。

　赤ん坊のお仕事は、食べて遊んで眠ることなのである。

　チビ玄げん武ぶは、座布団に乗せられたときから、もう目が閉じていたし、チビ朱雀もされるがままに座布団に乗っていた。いい子ぶって、がんばってお座りしていたチビ白びやつ虎ことチビ青龍も、蒼司朗と鈴宮神官が見ている前で、ぽてっと転ころがってしまった。

　安心した様子ですぴすぴと寝息をたてている様子が、どうにも愛らしい。

「……また明日になさっては？」

　苦笑する鈴宮神官に、蒼司朗はやれやれと頷うなずく。

「そうですね……」

　もうこれは駄目だなと、蒼司朗も観念し、ピヨ四神に呼びかける。

「ほらー、寝るなら布団に行けー」

　すぴすぴ気持ちよさそうなピヨ四神に、動く気配はない。

「ったく……！」

「蒼司朗様も、どうぞおやすみください」

「はい。おやすみなさい、鈴宮神官」

　座敷に入り、座布団の上のピヨ四神を抱だき上げる蒼司朗に続いて、そっと鈴宮神官も部屋に上がる。

「おやすみなさい、蒼司朗様、奥庭の四神様。よい夢を」

　布団に向かった蒼司朗は、部屋の明かりを消してくれるらしい鈴宮神官の厚こう意いに甘えて、布団に入った。蒼司朗がピヨ四神を寝かせて、横になるのを待って、鈴宮神官は部屋の明かりを消し、静かに襖と格子戸を閉めて出て行った。




　翌朝、酔漢を収容した施設からの報告を受けた柳生蘭丸は、眉まゆを顰ひそめる。

「逃にげた？」

「って、この前のもそうじゃなかったか？　兄あに貴き」

　気に入らないなと、柳生藤丸は舌した打うちした。




　蒼司朗と関わった酔っ払いや不ふ審しん者しやばかりが、収容先から姿を眩くらませている。




「────なんだか嫌いやな感じですねぇ」

　報告を受けた小此木神官長は、ゆっくりお茶を啜すすって、ひとつ息を吐はいた。








　　　　２







「────春に三日の晴れなし、かぁ……」

　昼食をとって教室に戻る途中の渡り廊ろう下かで、蒼そう司し朗ろうは午後になってぱらぱらと雨の降りだした空を見上げる。

「ミギャギャ」

「キュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

「こらこら……！」

　機き嫌げんよく雨の中に飛びだしていきそうなピヨ四し神じんを、蒼司朗は慌あわてて撫なでて宥なだめる。




　ピヨ四神の姿は、校内でも一部の特別な場所でしか見えない。霊れい力りよくのない一般生徒や教職員にはピヨ四神が見えないとわかっていても、蒼司朗はどうしてもピヨ四神を中心に動いてしまう。

　突然不ふ審しんな行動をとる蒼司朗に、横を歩いていた従い兄と弟この清きよ志し朗ろうは、状じよう況きようを推すい測そくし、周囲の人目を気にする。

（誰だれも気づいてないみたいだな）

　帝都の祭事に参加することで顔が知られるようになって、注目されだした蒼司朗だが、午後の授業の予よ鈴れいが鳴った直後だったのが幸さいわいして、妙な動きをしていることに疑問を持った生徒はいないようだった。




「ミギューン」

「いや、だから、駄だ目めだってば」

　雨に目を輝かがやかせるピヨ四神と、困こまり顔の蒼司朗の様子に、すぐ後ろを篠しの原はら勇ゆう輝きと肩かたを並べて歩きながら、くすっと若様は笑う。

「雨は恵めぐみをもたらすからね」

　降こう雨うがあると植物は生き生きとし、輝きを増す。土地の豊かさは、雨が与えてくれるものだ。

「奥庭の四神様、閉じこめとくのよくないんじゃねーの？　よく知らねぇけど」

　適当に思いついた篠原勇輝に言われて、いい子いい子とピヨ四神を宥めながら、蒼司朗は眉まゆを顰ひそめて考える。

（そういうことも……）

　ひょっとすると、あるかも？

「────放課後まで、中庭で遊んでるか？」

「ミギッ」

　制服から出してやろうと伸ばした蒼司朗の手から、チビ白びやつ虎こは逃にげるように素す早ばやく頭を引っこめた。

「キュ」

「ピ」

「「……」」

　他のピヨ四神も、すぽんすぽんと隠かくれる。外に行きたがっていたのが、噓うそのようだ。

「……おーい？」

　わけがわからず、蒼司朗は目を瞬しばたたく。

「────蒼くんが構ってくれるから、外に出たい振りをするんじゃないかな？」

　見えなくても様子がわかって、清志朗は考える。




　小さな子はちょっと思わせぶりな行動をして、自分に注意を向けて、遊んでもらおうとするものだ。




「えー？　もう、困ったな」

　むむむっと考える蒼司朗の手を、制服のポケットからちょこっと顔を出したチビ玄げん武ぶのチビ蛇へびが、小さな舌したで、ぴろんと舐なめた。

　びっくりして目をやる蒼司朗と一いつ瞬しゆん目を合わせ、チビ蛇は急いで顏を引っこめる。チビ蛇の悪戯いたずらが成功したことを蒼司朗の反応で感じ取り、くっついて隠れているピヨ四神は、楽しそうにもぞもぞした。

「遊ぶのは、時間が空あいてからだよ」

　怒らず、蒼司朗はピヨ四神に言い聞かせる。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピチュ」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は甘えた声で蒼司朗に返事をした。




　なりは小さな赤ちゃんでも、奥庭の四神様は霊れい験げんあらたかな立りつ派ぱな神様だ。お世話係であっても、べたべたに甘やかす気はないのだが、蒼司朗は面倒見がよくて優しいので、ピヨ四神は十分甘あまえん坊ぼうに育っている。




　蒼司朗の柔やわらかい口く調ちように、ふわっと若様は笑い、視線を泳がせた篠原勇輝は落ち着かない様子で肩を回す。

「痒かゆ……っ！」

　なんというか、甘あま酸ずっぱくて、たまらない。

「ぷ……！」

　篠原勇輝が怒るだろうなと思いながらも、清志朗は噴きだしてしまった。笑いだすことはかろうじて堪こらえたが、肩が震ふるえているので笑いたいのはわかってしまうだろう。




　ちょっと早足で歩いて距離を開けてから、蒼司朗は迷めい惑わくそうな顏で篠原勇輝に振り向く。

「まだ蚤のみがいたのか？　お前、首輪外はずすの早かったんだろ？　こっちにうつすなよ？」

　神様であるピヨ四神につくかはわからないが、蚤がいるのはよくない。




　篠原勇輝は嚙かみつくような勢いで、蒼司朗に怒ど鳴なる。

「俺は猫ねこじゃねぇ！」

「大声出すな！　怖がるだろ！」

　注意する蒼司朗の声も、十分に大きい。




　確かに、白虎の戦士である篠原勇輝のイメージは、しなやかで獰どう猛もうな猫科の大おお型がた獣じゆうだが。

　怒鳴って篠原勇輝と睨にらみ合う蒼司朗に、こそっと清志朗は言う。

「まさかとは思うけど、蒼くん、日曜日に篠原くんがつけてたあれ、『蚤取り首輪』じゃなくて、普通の装そう飾しよく品ひんだから」

「へ？」

　蒼司朗は教えられて、きょとんとする。

「え？　でもあれって……、え？　え？」

　振り向いた蒼司朗は助けを求めるように若様を見た。

「……」

　うまくフォローできず、若様は困った顏で蒼司朗を見返す。




　日曜日、若様と篠原勇輝は帝都城ホールのコンサートに行った。

　篠原勇輝のつけていたロックテイストのお洒しや落れで格かつ好こういい高価なチョーカーも、物知らずの蒼司朗の目には飼かい猫につける『蚤取り首輪』に見えたようだ。

　そして全員でよく思い出してみると、日曜日の蒼司朗は篠原勇輝に対して、望月造園での作業中だったが不自然な感じでいつもより距離をとっていた。

　それはすなわち、蚤をもらわないようにと、注意しての行動だ。




　蒼司朗は勘かん違ちがいしていたのだとわかったが。

「……おい」

「い、いや、その……」

　げんなりする篠原勇輝に、蒼司朗は赤くなる。

　地方育ちということ以前に、目標に向けて日々驀ばく進しんの蒼司朗は、流は行やりものや服ふく飾しよくには全般的に疎うとい。

「だって、ほら、ちょっと似てただろ？」

　誤ご魔ま化かし笑いをする蒼司朗を、篠原勇輝は睨む。

「似てねーよ、ボケチビ！」

　悪いことをしたと下した手てに出ていた蒼司朗だが、気にしている背が低いことで罵ば倒とうされれば、おとなしくしていられない。

「チビはこの際、関係ねー！　紛まぎらわしい格好すんな！」

「なんだと、コラ！」

（うわ、廊下で喧けん嘩かは……！）

　険けん悪あくになる蒼司朗と篠原勇輝に、清志朗は慌てて仲ちゆう裁さいしようと────。




「はははは！」




　やりとりされる会話の勢いについていけず、目を丸くして聞いていた若様は、先日の篠原勇輝の私服を思い出して、爆ばく笑しようした。

　笑われているのは、蒼司朗と篠原勇輝の二人ともだ。

「「…………」」

　蒼司朗は赤くなって俯うつむき、篠原勇輝はばつが悪い思いでそっぽを向く。




　殴なぐり合いの喧嘩になりそうな危険な雰ふん囲い気きは、爆笑した若様のおかげで、跡あと形かたもなく一瞬で消し飛んだ。




　はらはらしていた清志朗は、肩に入っていた力を抜く。

（若様……）

　どんな仲裁より、効果的だ。














　穢けがれに弱く、体調を崩くずすことが多くて、どちらかというと物静かな印いん象しようの若様は、学校で声をあげて笑うことなどない。

「え？」

「まさか……」

「若様……？」

　近くで喧嘩している者がいるようだと警けい戒かいしていた生徒は、若様の明るい笑い声が聞こえてきて、びっくりした。できれば喧嘩には関わりたくないと、そちらを見ないようにしていたが、若様が笑っていることに驚いて注目する。

（本当に、笑ってる）

　それも、あんなに大笑いしている姿なんて、初等部からの同級生でも知らない。

（なんて楽しそうなんだろう）

（どんなことがあったのかな）

　若様をこんなふうに笑わせられるなんて、誰も考えたことがなかった。若様を笑顔にできるなんて、とても光栄で幸せなことだ。

（いいなぁ）

　若様を笑わせた者を羨うらやましく思い、そして素す晴ばらしい笑顔を見られたことに感謝する。




「え？　何？」

　渡り廊下から教室棟とうに来る者に注目している妙な反応の生徒に、他の生徒も何ごとだろうと振り向き、声をあげて笑っているのが若様だとわかって仰ぎよう天てんする。




　綺き麗れいな相そう貌ぼうの若様は、朗ほがらかに笑うとやや幼おさない印象になり、愛らしくなる。

　外では雨が降りだしているのに、若様の周りだけ明るさが増し、雰囲気が華はなやいで、お花が咲いている幻まぼろしが見えるようだ。




「うっわ……」

「若様……」

「かわいー……」

　若様の笑っている姿を見ているだけで、胸むねの中がほんわかと温かくなり、幸せになる。

　朗らかに笑っている若様の顔を初めて見た生徒たちは、時間も忘れてうっとりと若様に見み惚とれた。




　若様が楽しい思いをしているのは、とても喜ばしい。しかし今、笑われているほうは、どうにもいたたまれない。

「……」

「……」

　逃げるように、教室に向かってざくざくと歩く蒼司朗の後を、篠原勇輝もざくざく歩く。

「あはははは！」

　笑いながら、若様は蒼司朗と篠原勇輝の速さに合わせて、さくさく歩く。見み目め麗うるわしいことと、体調を崩しがちだったことで、儚はかなくか弱い印象があるが、若様は走るのが速く、体力もちゃんと人並みにある。

（若様……、蒼くんたちを逃にがす気ないですね）

　笑っているせいで、若様が蒼司朗たちから遅れるようならご一いつ緒しよしようと様子を見ていた清志朗だが、余計な心配だったようだ。




「……そんなに笑わないでください」

　耳や項うなじまで真まっ赤かになった蒼司朗は、俯いて歩きながら、後ろで笑っている若様に言う。

「あ、あぁ、すまない……！　っ、ははは……！」

　笑っては二人に悪いなと思うのだが、若様はツボに入ってしまったらしく、笑いが止まらない。

「あはははは！」




　柳生やぎゆう真ま純すみは、白しら百ゆ合り女学院高等部に通かようごく普通の女子高校生でありながら、若様と四神の戦士専任の公こう儀ぎ隠おん密みつだ。

　現在は、奥庭のお庭番である望もち月づき蒼司朗も含めて、連絡係やサポートを行い、密ひそやかに活動している。

　そして連絡事じ項こうなどがない平日も、柳生真純は白百合女学院高等部の昼休みを使って帝都学園高等部の校内に潜せん入にゆうし、帝都月げつ報ぽうに掲けい載さいする写真の撮さつ影えいにあたっている。生徒に紛まぎれこむには忍しのび装しよう束ぞくではかえって目立つので、男子生徒の制服着用である。

　カメラを構えながら、ぷるぷる震ふるえそうになる手を、柳生真純は根こん性じようでどうにかする。顔がにやけまくっているが、撮影する分にはまったく問題ないので、スルーだ。

（若様のあんな笑顔……！）

　今日は大アタリ！

　稀まれに見る素す敵てきショットに、柱の陰かげに身を潜ひそめた柳生真純は、はあはあしながら夢中になってシャッターを切った。

（なんて美お味いしい♡）

　にこりと微笑ほほえむことはあっても、爆笑している若様なんて、柳生真純はこれまで一度も見たことがない。

（蒼司朗様がいらしてから、お宝写真増えまくりだわ！）

　若様はずいぶん顔色がよくなったし、表情も以前より柔やわらかくなった。

（二年生の組分け決定した、教頭先生、グッジョブ！）

　カメラを構え、嬉き々きとしてシャッターを切りまくっている柳生真純は、心の中で親指を立てる。

　お世話係である篠原勇輝と若様が同じ組に振り分けられるのは当然だが、帝都城奥庭のお庭番である望月蒼司朗と、その従兄弟で優等生系爽さわやかイケメンの清志朗を同じ組にするとは、なんと気の利きいていることか。

（奥庭の四神様との写真もいいのよねー）

　愛くるしい奥庭の四神様を愛いとおしく思っている若様の表情は、悶もん絶ぜつしてそこらじゅうを転げ回りたくなるほどに優しくて素す敵てきだ。

　そして可愛かわいいものに綺麗で愛らしい若様のコンボとくれば、出血大サービスで、鼻がデンジャラスゾーンだ。天国だけじゃなく、お花畑の向こうで手を振っているおばあちゃんまで見える。

　素敵すぎてあまりにも危険な写真は、別保管するように決められたほどだ。

（いやーん！　今日の写真に囲まれたら、萌もえ死ぬっ!!）

　動どう悸き息切れ目眩めまいに発熱鼻血、オールコンプ決定だ。

（ってか、殺してーっ♪）

　逝いってヨシ！

「────ゥフフフフフフフフフフ……！」

　しゅたしゅたしゅたっと、高速でベストポジションに移動しながら、柳生真純は夢中でシャッターを切りまくる。鼻がむずむずしたので、鼻血を噴ふん出しゆつする前に、マスクを装そう着ちやく！

（フィルムが尽つきるまで、撮って撮って撮りまくるわっ！）

　キラーンと物陰で目を光らせ、柳生真純は若様一行をウキウキストーキング♡




「ウフ、ウフフフフフフフフフフフ……！」




　どこからともなく聞こえる怪あやしい笑い声（マスクのせいで、さらに不ぶ気き味みにくぐもっている）に、ぼーっと若様に見惚れながら歩いていた生徒がびくっと身を震わせ、廊下の端はしに置いてあったバケツに足を突っこんでひっくり返った。豪ごう快かいな物音が響ひびき渡ろうとも、そのあたりにいた者は、誰一人として動じない。

　若様に見惚れて注意が疎おろそかになり、壁かべや扉とびらに激げき突とつする者が続出し、あちこちで結構な惨さん状じようになっていたが、幸せほわわんオーラが充満し、頭の中に花が飛んでいたので、誰も周囲を気にする状態ではなかった。




　帝都学園高等部は全ぜん寮りよう制せいなので、在校生は他の帝都民に比べると、遙はるかに多く間近で若様の尊そん顔がんを拝している。若様の美び貌ぼうに対して、日々の積つみ重ねにより、いくらかの慣れと耐性がある。

　だが今日のこの笑顔は、あまりにも刺し激げきが強すぎた。

「あぁ……」

　若様が通り過ぎたそこかしこで、幸せ一杯に微笑みながら、ばたばたと失神者が続出する。うっかり息をするのを忘れたらしい。

　笑顔の若様は、失神者続出のコンサートを行うスターというより、ちょっとした人間兵器のようだ。




　前進することにだけ意識が向いている蒼司朗たちは、背後がそんな惨さん憺たんたる状況になっていることに、まったく気づかない。

　篠原勇輝は、そっぽを向いてざくざく歩きながら、前を歩く蒼司朗に愚ぐ痴ちる。

「つまんねぇ笑い提供してんじゃねぇよ……！」

「いや、あの、うん、悪わりぃ……！」

　蒼司朗は俯いたまま、大反省する。

　若様にお楽しみいただいた笑いとしては、あまりにレベルが低すぎて、泣けてくる。恥はずかしくて、とても人に話せない。

　別にいいやと思っていたが、服飾や流行りものにまったく関心がないのも、問題ありだとわかった。望もち月づき造ぞう園えんの仕事の途中などに町で見かけるだけでは、駄目らしい。

（これから、たまにはファッション雑誌見よう）

　学生寮の図書室には、閲えつ覧らん自由な週刊誌や月刊誌も多数置いてある。




「ミギャギャ」

「キュイキュイ」

「チュッピピチュ」

「「（しゅー）」」

　まぁ、元気だせ？　とばかりに、顔を出したピヨ四神は、蒼司朗に肉球や鼻はな面づら、手て羽ばでタッチしたり、小さな舌でちょろんと舐めたりした。

　そして、すぐ後ろを歩いている、楽しそうな若様の様子に、ピヨ四神も機嫌がよくなる。

　もにょもにょっとピヨ四神に動かれて、蒼司朗はくすぐったい。

「（こら、そんなに動くな……！）」

　くすぐったくても、この状況で笑えるほど、蒼司朗の神経は図太くない。




「キュ？」

　蒼司朗の肩に乗っていたチビ青せい龍りゆうが、振り向いて首を傾かしげ、円つぶらな瞳ひとみで篠原勇輝を見つめた。

「ピチュ」

　蒼司朗の頭の上に乗っているチビ朱雀も、後ろ向きにぽっちり座り直して、篠原勇輝をきょろんと見つめる。




　────蚤取り首輪つけてた人～♪




　形が似ていて蒼司朗が勘違いしたのだから、ピヨ四神が勘違いしても仕方ない。

　不良っぽくて乱暴な印象でも、誠実で努力家の篠原勇輝は、由ゆい緒しよ正しい白虎神社の子供で、帝都を守る誇ほこり高い白虎の戦士であり、次期帝みかどたる若様のお世話係という大任についている。

　日常的に注目されているので、身の回りは清せい潔けつにし、お洒落には人一倍気を配くばっている。蚤がわくようなニャンコと同じレベルの、きちゃないルーズな人間などではない。

　誤解だ違うんだと説明したくても、言葉の通じないピヨ四神は、きっとわかってはくれないだろう。

（うぉお！　そんな無む垢くな目で俺を見つめないでくれぇぇ……！）

　心の中で両手で頭を抱かかえて苦く悶もんし、篠原勇輝はぎりぎりと歯を嚙かみ締める。




　朗ほがらかに笑っている若様にびっくりし、その姿に見惚れている生徒の前を通って、蒼司朗たちと四人で教室に向かいながら、清志朗は思う。

（明日、絶対若様は腹ふつ筋きんが筋肉痛だよ）

　こんなに笑ったことはないだろうから、きっと。








　　　　３







　ツボにはまってしまったせいで、なかなか笑いの衝しよう動どうが止まらなかった若様だが、五時間目開始のチャイムの音を耳にして、ようやくなんとか落ち着くことができた。

「……はふ……」

　あーよく笑ったと、席に座った若様は一ひと息いきつく。

「笑いすぎっスよ」

「うん、すまない」

　隣となりの席で拗すねるように口を尖とがらせる篠しの原はら勇ゆう輝きに、若様は詫わびながら、目め尻じりに滲にじんだ涙なみだを人指し指の背で拭ぬぐう。




　ふうと息を吐はいて、授業のために気持ちを切り換えようとする若様の姿は、ちょっとお疲れでくったりしていてしどけなく、頰ほおは上気してバラ色だ。息はやや乱れ、長い睫まつ毛げはしっとりと濡ぬれて、目は潤うるんでいる。

　大声を出して笑っただけなのに、艶あでやかな若様は無む駄だに色気がありすぎて、真っ昼間から目にするのが恥はずかしくなるほどである。




（うわー……）

（いや、これは、その）

（見、見ちゃ、いけないものを見てしまった……）

　若様と同じ組の生徒は、イケナイ感じに色っぽい姿にドキドキしなから、慌あわてて目を逸そらす。

　思春期真まっ只ただ中なかの純で初うぶな少年には、刺し激げきが強すぎて目の毒どくだ。ひゅーひゅー、いいモノ見ちゃったゴチソウサマと、笑い飛ばすような余裕なんて、まったくない。




「────数学の宿題、どうだった？」

「僕、今日当たるんだよ。前に出て黒板に解答を書くの、嫌いやだなぁ」

「問三の答え、見せてくれよ」

　若様を気にしながらも、教科書やノートを取りだし、違う話題に集中する。




　お姿がどんなに見み目め麗うるわしくても、若様は見せ物ではないので、凝ぎよう視しするのは大変失礼だ。だが、憚はばかられるから見てはいけないと、ぷいとそっぽを向いてしまうと、若様を嫌きらって避さけていると勘かん違ちがいされてしまう。

　同じ組になった生徒は、常つねに不自然なまでの自然体を心がけて、若様の強烈な魅み力りよくに懸けん命めいに抵てい抗こうしている。

　会話がどんなにわざとらしくなっても、お互い気にしない。




　しかし、廊ろう下かでの通りすがりや、校庭と校舎など距きよ離りがあるときには、若様が凝視されていることに気づかれないよう注意するのなら、見つめていてもよしとされている。

　すなわち、若様から自分たちの視界に入られたのなら可、顔や身体を動かさず視線だけで追うなら可、数秒なら可、後ろ姿ならずっと見ていても可、という具合だ。




（若様に何があったんだろう）

（あんなふうに笑われることもあるんだ）

（疲れるほど笑わなくてもいいのに……）

　貴き重ちようなものを見せてもらった。時間薬が効きいて、若様と同じ組の者や、他の組の生徒で速すみやかに教室に入った生徒は、なんとか気持ちを落ち着ける。




（これ、Ｒ指定決定だわー）

「ウフ、ウフフフフフフフフフフフフフフフフ」

　フィルムを使い切った柳生やぎゆう真ま純すみは、雲くもの上を行くような気分で、自分の学校に戻る。

（笑ったり怒ったりって、案外疲れるのよねー）

　笑い疲れて、ちょっとぐったりの若様は、色っぽくて悩なやましくて─────。

（きゃ───────♡）

　浮かれすぎて、ところどころで意識を飛ばしながらも、柳生真純は姿を見られることなく移動した。

　いつものことだが、柳生真純が自分から声をかけないかぎり、彼女が校内に潜せん入にゆうしていることを知る者は誰だれもいない。




　本ほん鈴れいが鳴り、授業を行うために教室に向かった教師たちは、二年生の教室近くの廊下で、ばたばたと生徒が倒れている惨さん状じように、仰ぎよう天てんした。

「なっ、何があった!?」

「ガスか!?」

　空気中に見えないガスや薬物が充じゆう満まんしていては大変だと、急いでハンカチで口くち許もとを押さえた教師は、倒れている生徒に駆かけ寄って具合を確認する。

「脈みやくはあります！」

「こっちもです！」

　ぐったりと倒れている生徒は、しかし誰一人として、死んではいないようだ。

「うわ！　すごい血だ！」

「こっちもです！　が……外がい傷しようはない、ようですね」

　顔面血だらけの生徒が何人もいて、廊下はところどころ血けつ痕こんで汚よごれている。

「校医の相あい川かわ先生を呼んできます！」

「とりあえず、動かさないようにしましょう……！」

　倒れている生徒が生きていることを確認し、ひとまず教師たちはほっとしたが、このような事態になるには、何か原げん因いんがあるはずだ。

「生徒の所持品に、何か変わったものはないか!?」

　被害が大きい場所は、と見回したが、特に違いは感じられない。注意深く探しても、怪あやしい物品は何も落ちていない。

（不ふ審しん者しやが侵しん入にゆうしたのか!?）

　不審者がまだ近くに潜ひそんでいるかもしれないと、教師たちは警けい戒かいする。




　帝都学園は国内で一番高い学力を持つ子供が教育を受けている学校だ。

　帝都の貴き人じんや豪ごう商しようの子供だけでなく、裕福な家庭に生まれ育った地方の子供や、優ゆう秀しゆうな子供が入学している。トップに立って帝都の未来を担になうだろう、将来有望な子供たちが集まる場所だ。




（テロか!?）

（生徒の誰かが狙ねらわれたんでしょうか）

（それとも、この学園の生徒を無差別に……!?）




　帝都学園は、保ほ護ご者しやが政治経済に影えい響きよう力りよくのある者だったり、偏へん差さ値ち上位の優秀な子供ばかりが入学しているために、テロや破は壊かい活動の標的となる危険がある。

　犯罪を企くわだてる者から子供たちを守るために、帝都学園では人員を配して厳げん重じゆうな警備を行っているが、それでも絶対に安全だという保ほ証しようはできない。

　不測の事態は、いつだって起こりうるのだ。




「警備員を呼んできます！」

「侵入者がいなかったか、確認を！」

　教師たちは手分けして、てきぱきと動く。




　雨天であるため、校庭での体育の授業は中止になっていた。確かめなくても、屋おく外がいで昏こん倒とうしている生徒はいない。

　体育館は食堂と体育教官室が併へい設せつされていて、警備員が常じよう駐ちゆうしている。化学実験室や音楽室のある特別教室棟とうには、職員室と用務員室があり、大人おとなが大勢いる。クラブ棟には、高価な機材が多数あるので、警備員が頻ひん繁ぱんに見回っている。

　不審者が侵入する場合、他と比ひ較かくして最も狙いやすそうなのが、この校舎棟だ。




　若様と同じ教室にいた者たちは、お色気ムンムンの若様から目を逸そらして事なきを得たが、教室の外で通りすがりに見かけた生徒には、失神者が続出していた。

　失神を免まぬがれ、ぼーっとなったまま、ふらふらと教室に入った生徒は、自分のことでいっぱいいっぱいで、廊下にいる他の者がどうなったのか、気づいていない。




「先生？　どうかしましたか？」

　廊下であげられている教師のただならない声に、授業を受けるために教室で着席していた生徒は、何ごとかと動どう揺ようしていた。

　教室の外のことは気になるが、授業中に席を離れて立ち歩くのは行ぎよう儀ぎが悪いと考える生徒ばかりなので、どの組でも席を立って出入り口まで移動したのは、扉に近い場所に席がある生徒か、学級代表の生徒だけだ。

　恐る恐る訊たずねた生徒の声に、他の生徒たちは聞き耳を立てている。




　疑問に思う生徒の言葉で、教室の中に異変はないことがわかった。

「教室から出るな！」

「皆さん、扉を閉めて、教室の中で待たい機きです！　いいですね！」

「はい……！」

「教室の中にいる生徒は、今すぐ扉を閉めなさい！」

「カーテンを閉めて！　窓際には近づかないように！」

　狙そ撃げき手しゆが外にいる場合、教室の中の様子が見えると、標的になる。ガラスが割られた場合、窓の近くにいると破は片へんで怪け我がをするので危険だ。

　緊きん迫ぱくした声で命めいじられ、生徒たちは慌あわてて教室の扉を閉めた。




「何？」

「わからない……！」

「教室の奥にいるほうがいいかな」

　わけがわからないが、生徒たちは教室の中で緊きん張ちようしながら、教師の次の指示を待つ。




「？　なんだろ？」

　首を傾かしげる蒼そう司し朗ろうに、廊下を覗のぞいてから、教室の扉を閉めてきた清きよ志し朗ろうは首を緩ゆるく横に振る。

「さあ。────松まつ平だいらくん、倉くら橋はしくん、カーテンを閉めてくれないか？」

「いいよ」

「任せて」

　清志朗に声をかけられ、窓に近い場所に席がある生徒は、急いで立ち上がってカーテンを閉めた。

　外は雨が降っているので、昼過ぎでもあまり明るくない。

　カーテンを閉めたことでさらに暗くなり、不安そうに振り向いた級友たちに、清志朗は言う。

「皆みな、すぐに教室から出られるように、鞄かばんに荷物を詰つめて、一応帰り支じ度たくをしておいて」

「うん」

「わかった」

　授業が始まるなら、そのときに教科書や筆記具を出せばいい。

　手持ち無ぶ沙さ汰たでただ着席しているよりも、やることができて、がさがさとはしたが、教室内の雰ふん囲い気きは落ち着いた。




「ミギャギャ」

「キュウ～」

「チュピチュピ」

「「（しゅー）」」

「見に行っちゃダメ！」

　好奇心に目を輝かがやかせるピヨ四し神じんが飛びだしていかないよう、蒼司朗は撫なで撫でと可愛かわいがって宥なだめる。




　騒さわがしい廊下を気にして、ピヨ四神と蒼司朗の様子を見ていた篠原勇輝は、肩かたに入った力を抜く。

（奥庭の四神様があれなら、心配いらねぇな）

　何か危険なことが起こっているのなら、ピヨ四神が反応している。ピヨ四神が脅おびえたり、臨りん戦せん態勢になっていないなら、四神の戦士の一人である篠原勇輝が警戒する必要はないだろう。

「……篠原勇輝」

　静かな声で呼びかけた若様に、にっと篠原勇輝は笑う。

「大丈夫です、若様。怪あやしい気配は感じられませんし、奥庭の四神様が余裕ですから」

　視線で促うながされ、蒼司朗と戯たわむれているピヨ四神を見て、若様はほっとする。

　蒼司朗に可愛がられているピヨ四神は、きゃわきゃわと楽しそうだ。

「そうだな」

　ふわっと微笑ほほえむ若様と、白びやつ虎この戦士である篠原勇輝、帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗が動じていないのを見て、同じ教室にいる生徒たちも緊張を解とく。




「蒼司朗くんたちがあの様子なら、大丈夫だよね」

「そうそう。何かあったら、きっと蒼司朗くんが真っ先に動くよ」

「『お庭番、望もち月づき蒼司朗、参る！』だろ？」

　帝都城公園で不届き者を成せい敗ばいする蒼司朗の姿を見たことのある同級生が、口くち真ま似ねをして、周りの生徒を笑わせた。




　若様の魅み力りよくに生徒たちがＫＯされる現場には、柳生真純が居合わせていた。柳生真純が一言報告していたなら、そこで何があったのかわかっただろう。

　しかし柳生真純は、若様のお宝写真ゲットに浮かれきっていたので、周りの惨状に気づかず、うきうきと帝都学園高等部から立ち去ってしまった。

　帝都学園高等部の警備にあたっている警備員や、近くを巡じゆん回かいしていた警官や帝都城公園の警備員、公こう儀ぎ隠おん密みつと公儀隠密候補生は、誰一人として不審者を見なかった。不審者などいないのだから当然だ。




「……なんだか、嬉うれしそうな顔してないか？」

　連れん絡らくを受け、サイレンを鳴らさずに帝都学園高等部に急行した救急車の救急隊員たちは、廊下で昏倒していた生徒たちを担たん架かに乗せながら首を傾かしげる。

　外傷はない。大量に鼻血を出している生徒はいるが、誰一人として、苦く悶もんの表情を浮かべてはおらず、どちらかといえば『笑顔』だ。

　笑い茸だけの毒どくによる強制的な笑みではなく、満ち足りた幸せな笑み。まるで周囲に花が咲いているようだ。

「こんな楽しそうな顔で、大人数の少年を昏倒させるとは……」

「なんて恐おそろしい────！」

　元気があり余っている年代の少年が倒せるのなら、大たい抵ていの者が倒せるだろう。

（これは、慎しん重ちように調べなければ……！）

　大勢の被害者が、皆穏おだやかに見えるからこそ、安心できない────！

　幸せそうな笑みを浮かべて昏倒している生徒たちを乗せた何台もの救急車は、静かに速やかに帝都大学附ふ属ぞく病院に向かった。




　大勢の生徒が昏倒していたのは、二年生の教室近くの廊下だった。一年生と三年生の教室があるあたりでは、そのような事例はなかった。

　救急隊員によって昏倒していた生徒が運びだされ、廊下や校舎に異常がないか、警備員によってしっかり確認された後、二年生の教室に担任の教師が入った。

　事情を説明されないまま、教室で待たい機きしていた二年生は、緊張で顔を強こわ張ばらせながら入ってきた教師を、神しん妙みような面おも持もちで見つめる。

「────荷物をまとめて、下校の準備をしなさい。寄り道せず、速やかに寮りように戻るように」

　廊下で昏倒していた生徒は大勢いたが、周囲に危険があるのかないのか、未いまだによくわからない。

　とりあえず、生徒を校内に留とどめておくよりも、下校させたほうがいいと、校長先生は判断した。学校と寮の間の通学路は、警備員と公儀隠密で警けい護ごするので、生徒は安全だ。

「外出の用事がある者は、尞りよう監かんか寮長に報告し、絶対に一人での外出はしないこと！　いいな？」

　帝都学園は良家の子し息そくが多く通う学校なので、外出する用事のある生徒に警護がつくのは、珍めずらしい　ことではない。

「明日の授業については、寮で連絡を待つように。場合によっては、寮に課題を届ける」

　登校せず、自習の可能性もあるらしい。

　クラブ活動や役員会も中止の完全下校だ。無む闇やみと寮を出ないようにと厳げん重じゆう注意があって、慌あわただしくＳＨＲシヨートホームルームは終わり、担任は教室を出て行った。




「清志朗くんに言われて、帰り支度しててよかったね」

「ほんとほんと」

　蒼司朗の組の生徒は、担任教師が教きよう壇だんを離れるのに続いて、鞄を持って席を立つ。




　とにかく帰れと言われたけれど。

「なんだったんだろう？」

「ミギュ」

　蒼司朗と同じように、ピヨ四神も首を傾げる。

「後で教えてくれるよ」

　気になるという様子の蒼司朗を、清志朗は宥める。

「帝都の施し設せつには、よく変な人が来るから」

「そう、だよね……」

　帝都城公園に現れる不届き者の成せい敗ばいは、蒼司朗にとって日常茶さ飯はん事じだ。

　そしてそれは、蒼司朗が通っている学校も、例外ではないのだ。

「華はな屋や敷しきの爆ばく弾だん事件のことは、蒼くんも覚えてるよね」

　言われて、蒼司朗はドキリとする。

「うん……」




　十年前の夏休みに起こった事件。

　蒼司朗は帝都に遊びに来ていて、離れた場所で清志朗と一緒に爆ばく音おんを聞いただけだが、とても怖い思いをした。




（帝都は────）

　蒼司朗は今さらながらに思い知る。

（あんな大きな事件が、起こる場所なんだ）

　今、動じていない清志朗は、蒼司朗の知らないところで、こんなことをきっと何度も経験してきたのに違いない。

（清ちゃん……）

　巌いわ手てでのんびり暮くらしていた蒼司朗は、清志朗が帝都で怖い思いをしていたことを、何も知らない。清志朗が泣いていたかもしれないのに────。

　何か怖いことがあっても無事に終わったのなら、清志朗は蒼司朗に心配させないように、何も言わないだろう。蒼司朗だって、清志朗を心配させたくないから、きっと同じことをする。過ぎてしまった時間を振り返っても、どうにもならないとわかっているが、やはり切ない。




「ミギュ？」

「キュイ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

　視線を落とした蒼司朗を心配するように、ピヨ四神が肉球や鼻はな面づら、手て羽ばでタッチし、小さな舌したでぺろぺろと舐なめた。

「ん、大丈夫だよ？」

　心配してくれる優しいピヨ四神に、蒼司朗はにこりと微笑ほほえみ、そっと撫でる。




「蒼くん、先生たちの邪じや魔まになっちゃいけない。僕たちも下校しよう」

「うん、そうだね」

　蒼司朗は枝えだ打うち斧おのと鞄を持ち上げる。




　清志朗と廊下に出た蒼司朗は、廊下を皆と違う方向に進む篠原勇輝と若様に気づく。

「篠原！　どこ行くんだ!?」

　白虎の戦士である篠原勇輝に、何か連絡があったのだろうか。篠原勇輝が四神の戦士として動くのなら、蒼司朗もお庭番として動かなければならない。




「玄げん関かんだよ、バカチビ」

　振り返った篠原勇輝に罵ば倒とうされ、蒼司朗はむっとする。

「バカチビじゃない！　って、玄関？」

　怒ど鳴なってから、蒼司朗はきょとんとする。上うわ履ばきから靴くつに履はき替えて帰るのなら、向かう先は下足ロッカーだ。生徒が使わない玄関は、来客用である。

　篠原勇輝は蒼司朗に教える。

「あっちに、お迎むかえの牛ぎつ車しやが来てるんだよ……！」




　何かあった場合には、若様は帝都城に戻る。若様の身の安全のためには、寮よりも帝都城のほうがいい。

　大勢の生徒で混雑している場所に寄って靴を履き替えなくてもいいように、若様と篠原勇輝の靴は運はこばれてきている。




「……あぁ、なるほど」

　納得する蒼司朗の横で、清志朗は若様に会え釈しやくする。

「若様、お気をつけて」

「あぁ、君たちも気をつけて」

　若様大好きのピヨ四神は、ぴょこりと顔を出す。

「ミギャギャ」

「キュイキュオ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

「奥庭の四神様も、ごきげんよう」

　甘えた声で鳴くピヨ四神ににこりと微笑み、若様は篠原勇輝と歩いて行った。




　二人の後ろ姿を見送って、蒼司朗は溜ため息いきを吐つく。

「ミギュ？」

　くりっと首を傾げたチビ白虎の頭と喉のどを、蒼司朗は撫でる。

「────駄だ目めだな、オレ。ちっともわかってない」

　少し考えれば、帝都城から若様の迎えが来ることぐらい、予想できるはずだ。

　自じ嘲ちようする蒼司朗の背を、清志朗はそっと押して、歩くよう促うながす。

「蒼くんは駄目じゃない。経験が足りないだけだよ」














　若様と一緒にいる篠原勇輝に、堂々と声をかけて訊ねることができるから、蒼司朗だけがわかっていないように見えるが、そうではない。

　廊下を逆方向に進む篠原勇輝と若様を、怪け訝げんな顔をして見送る生徒もいれば、そうあって当然と見送る生徒もいる。

　若様と同じ学校に通っている期間が長い生徒ほど、若様がどんなときにどういう行動をとるか知っている。




「……ありがとう、清ちゃん」

　蒼司朗は微笑んで清志朗を見上げる。

　澄すんだ瞳ひとみで蒼司朗に見つめられ、ピヨ四神にも円つぶらな瞳を向けられているだろうと予想できて、清志朗は苦笑する。

「僕は何もしてないよ」




　一年生と三年生は、二年生が教室の中で待機しているときにも、通常通りの授業が行われていた。昏倒していた生徒が全員救急車で搬はん送そうされた後、一年生と三年生も授業が中断され、二年生と同じように下校するよう命じられた。

　帝都学園高等部のこの日の午後の授業はすべて中止になり、全校下校となった。




（次の休み時間に、フィルムを現像に回してー、写真を焼いてもらってー。あ、心しん臓ぞう止まりそうなお宝写真がいっぱいだから、気をつけてねって言っておかないと！）

　楽しそうだった若様や、元気な蒼司朗と可愛かわいいピヨ四神をしっかり確認して、うきうき気分で白しら百ゆ合り女学院高等部に戻った柳生真純は、にやけっぱなしの顔をマスクで隠したまま平和に授業を受けていた。




　帝都学園高等部があんなとんでもない大おお騒さわぎになっているとは、夢にも思わなかった。








　　　　４







　若様が在学中の学校は、帝都神社の神官によって、結けつ界かいが設もうけられている。

　結界といっても、強い力で侵しん入にゆう者しやを阻はばむというようなものではなく、警けい備び員いんの死角になる場所を補おぎない、門以外の場所から悪意を持って入ろうとする者があった場合に反応するものだ。目に見えない緻ち密みつな蜘く蛛もの巣すが張られているのに似て、ごく脆もろい。

　結界に僅わずかにでも障さわる者がいたならば、瞬しゆん時じに破れて散るので、存在には気づかれない。結果を張った帝都神社の神官以外は、破れて散った結界の痕こん跡せきを摑つかむことはできない。

　破れて散った結界は侵入者の特性や人数、悪意の度合いを記き憶おくし、帝都神社の神官に速すみやかに伝える。




「────結界に異常はないようですね」

　公こう儀ぎ隠おん密みつより連れん絡らくを受け、帝都神社から駆かけつけた新しん庄じよう神官は、迅じん速そくかつ慎しん重ちように結界を確認して断言した。

「そうですか」

「よかった……！」

　門の外で常じよう駐ちゆうしていた警備員たちは、顔を見合わせて安あん堵どする。警備の隙すきをついて、誰だれかが侵入したのではないことがはっきりした。




　帝都神社では結界の異常は感知されていなかった。だが、結界を仕掛けた術者より、結界術に長たけた術者の関与があったなら、結界はないも同然だ。

　侵入者に結界を無効にされたという最悪の事態を考えて、帝都神社最強の武ぶ闘とう派はである新庄神官が駆けつけたのだが、どうやら杞き憂ゆうに終わったようだ。

　ほっとする警備員たちから陰になる位置で、悪あく人にん面づらになった新庄神官は、聞こえないよう、小さく舌した打うちする。

（遠えん慮りよなく、ひと暴あばれできるかと思っていたのに）

　今日は、懐ふところに隠かくし持ってきた大量の武器を使う機会はないらしい。次期帝みかどたる大切な若様の通う学校に、何かよからぬことを企くわだてる不ふ埒らちな悪人なら、手加減はいらない。多々やりすぎようとも、『つい』勢いで、ということですませられる。

　新しく誂あつらえた武器を試すのは、また別の機会だ。




　新庄神官はエセ爽さわやかな笑顔で、警備員たちに言う。

「この結界は、誰かが知らないうちに持ちこんだ危険物に対しても反応します。怪あやしいモノが内部に入りこんだ形けい跡せきはありません」

　たとえば、擦すれ違いざまに生徒や教職員の鞄かばんの中に忍しのばせられた異物があったとしても、この結界は破れて、帝都神社の神官は異常を察知しただろう。

（蒼そう司し朗ろう様と奥庭の四し神じん様が動かれた様子もない）

　ピヨ四神は、独特の気を放っている。ピヨ四神の守しゆ護ごを受けている蒼司朗が放つ気も、他の神官とは違う。

　蒼司朗は進級して若様と同じ組になった。蒼司朗が連つれているピヨ四神は若様がお気に入りなので、近くでよくない行いをする者がいたならば、きっと黙だまってはいない。

　ピヨ四神が騒さわげば、お庭番参ると、例のごとく蒼司朗が動いていたはずだ。しかし、そのような気の動きは感知できない。

　生徒に多数の昏こん倒とう者しやが出たのに奇き妙みようだが、まったく普段どおり、という感じなのだ。




　帝都神社の神官である新庄神官にとって、専門外のことが今回の原因なのかもしれない。

「帝都大学附ふ属ぞく病院に運はこばれた生徒の、検査結果を待ちましょう」

（それと……）

　ちらりと送った新庄神官の視線を受けて、すぐ近くに控ひかえていた公儀隠密候補生・柳生やぎゆう蘭らん丸まるは密ひそやかに素す早ばやく移動した。




　清きよ志し朗ろうと一緒に歩いていた蒼司朗は、下足ロッカーに向かう手前の廊ろう下かで、人ひと垣がきに行く手を阻はばまれた。

「何？　どうかしたの？　清ちゃん」

　背の低い蒼司朗には、前に立った生徒の背中と頭しか見えない。なぜ詰まっているのか、わからない。

「一年生だね」

　苦笑する清志朗の言葉に、蒼司朗は首を傾かしげる。

「一年生が何？」

「うん、僕らの前で大勢が止まっちゃってるから、進めないんだよ。まだ一学期も始まったばかりだから、仕方ないね」




　帝都の学校では、ときどきなんらかの事件が起こって、生徒が避ひ難なんしたり全校下校したりする事態になる。

　上級生はそういうことを何度か経験しているが、入学したばかりの一年生は初めてだ。しかも帝都学園高等部と中等部には、帝都の外から進学してきた生徒が大勢いる。

　入学してしばらくの間は、同どう郷きようの生徒と一緒にいたがる傾けい向こうがある。知り合いが全員集まるまでは動かないので、停てい滞たいしているのだ。




「────二年生の人が大勢、廊下で倒れてたんだって」

「救急車で運ばれていくの、見えたよ」

　一年生が動どう揺ようしないように事情を伏せても、大勢の生徒が集まれば、どこからか情報は漏もれていくものだ。

「え？　何？　どうして？」

「さぁ。よくわからないんだって」

　正しい話が噂うわさされることもあれば、誰かが口にした冗じよう談だんや予想が、実まことしやかに話されることもある。

「刃は物ものを持った変質者が、若様を狙ねらったんだろ？」

「薬物中ちゆう毒どく者しやが、校内で暴あばれたって聞いたよ？」

「校舎に爆ばく弾だんが仕掛けられたって、本当？」

　噓うその怖い噂話は、尾お鰭ひれがついて大きくなっていくものだ。

　不安と心細さで、一年生は別の組にいる同郷の者を探して集まろうとしているので、停滞し、混雑してしまうのは仕方ない。

　そして、適性学力の関係で進級ごとに生徒数が減る帝都学園では、一年生が一番生徒数が多い。




「立ち止まらないで！」

「靴を履き替えた生徒は、校舎の外に出てください！」

　生徒会の役員たちが声をかけて誘ゆう導どうするが、急せかされても一年生の行動は、あまり早くならない。




「────蒼司朗センパイ……！」




「え？」

　人ごみの向こうから呼ばれた気がして、蒼司朗はなんだろうと目を瞬しばたたく。生徒の中に埋まい没ぼつしている蒼司朗は、まったく見通しがきかず、誰がどこで呼んだのかわからない。

「────望ぼう威いくんみたいだよ」

　蒼司朗よりも視線が高い清志朗は、一年生の中で頭ひとつ飛びでて、悪目立ちしている留学生を見つけた。

　姿はまったく見えないが、蒼司朗が持っている枝打ち斧と、清志朗が見えたので、そこに蒼司朗がいるとわかって呼びかけたのだろう。

「んー……」

　蒼司朗はちょっと考える。

「ミギャ？」

「キュ？」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　どうしたの？　とピヨ四神は蒼司朗の様子を窺うかがう。

　蒼司朗は円らな瞳を向けるピヨ四神を順番に撫でて、呟つぶやく。

「……あいつ、まだ親しい友達ができなくて、心細いのかな？」




　望威は異国からの留学生で、学内に知人や同郷の者は一人もいない。大人のように身長は高く、帝都に宝ほう飾しよく品ひん店てんを構える堂々としたイケメン店長だが、周りからどう見えようとも高校一年生の少年なのだ。

　おおらかさは、図太さともとられる。見た目や態度で強く頼もしいと判断されてしまうと、保ほ護ご対象からは除外される。




「そう、かもしれないね。望威くんは、仕事でお店にも出てるから」

「オレ、小学校のころから清ちゃんに帝都の学校のこと聞いてなかったら、絶対に今ここにいないよ」

「ミギュ？」

「うん、本当にさ」

　蒼司朗はピヨ四神を撫でる。

「巌いわ手てと帝都の学校は、ぜんぜん違う」

「うん。蒼くんに聞いて、僕も驚いたよ」

　帝都の学校は、小学校からどこもすべてレベルが高い。宿題は毎日たくさんあるし、授業の進行に合わせて小テストもこまめに行われ、その成績が悪いと、呼びだされて補ほ習しゆう授業を受けさせられる。

「帝都には、塾じゆくってないんだもんな。清ちゃんに『塾って何？』って聞かれて、オレ、びっくりした」

「帝都では、学校以外で勉強を教えてもらいたい子は、家庭教師を雇やとってるからね」




　教科書の内容や宿題の量から、教育のレベルが格段に違うのだと知っていたので、蒼司朗は清志朗に追いていかれないように、小学校のころからしっかり勉強していた。

　年月をかけた努力の積つみ重ねがあったから、蒼司朗は帝都学園高等部に入学することができたのだ。




「帝都の子供が通っている教室っていったら、お稽けい古こごとだよ」

　道とつくものや芸術的なことは、学校では一般教養として体験させる程度だ。興味を覚えて続けたいと思った者は、個人的に教室に通って習う。

「それは巌手でも、あったよ」

　くすっと蒼司朗は笑って、清志朗を見上げる。

「オレは偉えらそうに言えないけどさ、一年生で帝都の外からこの学校に来た子たち、大変だろうね。あいつに構ってやる余裕、ないんじゃないかな」

「うん、たぶんね」

　清志朗は地方から帝都の学校に入学した同級生を、これまで何人も見てきた。




　入学試験の難しい帝都学園は、合格して入学してからも、卒業までみっちりと勉強しなければならない。ごく普通に、毎日の宿題は多いし、定期試験以外の小テストもたくさんあり、補習授業もある。

　帝都学園は全ぜん寮りよう制せいなので、地方から来て入学したばかりの一年生は、一日のリズムを摑つかみ、学校の勉強と寮生活に慣なれることに必死で、空き時間に外出するような気持ちの余裕はまだないだろう。自然と、寮で過ごす時間が長くなる。

　望威は自分の店に出しゆつ勤きんするため、放課後や土日は出かけている。寮にいる生徒の多くが利用している談話室や自習室を利用することは、ほとんどない。望威が忙しく仕事をしている間に、他の生徒はたくさんの友人を作っている。

　今日のように、いつもと違う余裕のない状況になれば、一年生は同郷の親しい者たちだけで集まってしまい、他の者の様子にまで注意を払えない。

　仲間の枠わくからはみでてしまった望威は、見た目にも頼もしく大丈夫そうなので、よけいに孤こ立りつしてしまったようだ。




　場所を塞ふさいでいた一年生が動くのを待って、ようやく下足ロッカーに辿たどり着き、靴を履き替えて清志朗と校舎の外に出た蒼司朗に、望威が駆かけ寄った。

「蒼司朗センパイィ！」

　すっかり見慣れてしまった蒼司朗や清志朗には、あぁ、また来たよと思う程度だが、他の者はそうもいかない。

「うわっ!?　何!?」

「ひ！」

　叫さけび声をあげ、どかどかという重戦車のような勢いで駆ける望威に、近くにいた生徒がぎょっと驚いて飛び退のく。巻きこまれては、吹っ飛ばされてしまうだろうから、避よけるほうは必死だ。

　望威本人はお花を飛ばしながら、キラキラと軽かろやかにスキップでもしているつもりなのだろうが、ガタイがよすぎて迫はく力りよく満点だ。

（あー……、なんか見たことあるなー、あぁいうの）

　にこにことご機き嫌げんで駆け寄ってくる望威の姿に、蒼司朗はお散歩が大好きな大型犬を思い出す。飛びかかられると、重さで負ける。

「センパイィ！　一緒ニ帰りまショウ！」

「ピピッ！」

「ミギャギャッ！」

　危険と警告して鳴き、恐きよう怖ふして叫ぶピヨ四神の声を聞きながら、ギリギリまで望威を引きつけておいて、きゅっと蒼司朗は身を捻ひねった。




　どーん！




　両手を広げて蒼司朗に突とつ撃げきした望威は、避よけられても止まれず、その勢いのまま壁かべに激げき突とつした。

「……センパイィ……」

　壁に張りついたものの、元気そうだ。




　重い激突音に、びくうっと身を竦すくませた生徒たちは、頑がん丈じように造られた校舎でよかったと安あん堵どする。見てはいけないものがそこにある、という雰ふん囲い気きで、そそくさと目が逸そらされた。




「……蒼司朗センパイィ、一緒ニ帰りまショウ～……！」

「キュ！」

「「（しゃー！）」」

　校舎の壁に手を突いて、ゆらりと振り返った顔面血だらけの望威に、ピヨ四神が脅おびえて頭を引っこめる。

「鼻血拭ふけよ？　お前のその顏、怖いぞ」

　ピヨ四神を宥めながら、冷静に望威に言う蒼司朗の横で、清志朗は空を見上げる。

「よかった。雨はほとんどやんでるね」

「んー、ちょっとうっとうしい感じかなぁ」

　傘かさを差そうかどうしようか、迷うような降こう雨うだ。雨粒が小さいので、濡ぬれてもすぐに乾かわく。一人だったなら構わないだろうが、蒼司朗はピヨ四神を連れている。

「（そのまま、中に入っといて）」

　蒼司朗は小声で言ってから、髪かみを直すように撫で、ぽんぽんと軽く上着を叩たたいた。

「（ミギュ）」

「（キュ）」

「（ピ）」

「「（しゅー）」」

　ピヨ四神は、ぬくぬくした場所で身を丸め、蒼司朗に従う。

「傘、借りたほうがいいかな？　清ちゃん」

　学校の置き傘は、生徒が自由に使っていい。先に生徒用玄関を出た生徒には、傘を使っている者もいる。

「空が明るくなってきてるし、今みたいに降ることはあっても、二時間ぐらいは大きく崩くずれないんじゃないかな」

　清志朗は、『帝都の春』初体験の蒼司朗を促うながして歩きだす。

「帝都の春の雨って、こういうのよくあるよ」

「名物デスネ！　聞いたことアリマス！」

　鼻血を拭いて、男前に戻った望威は蒼司朗に飛びつこうとして、喉のどに枝えだ打うち斧おのの柄えの先を突きつけられ、降こう参さんと両手を上げた。

「名物？」

　望威の喉に突きつけた枝打ち斧を、くるりと回して戻し、蒼司朗は首を傾げる。

「評判デスよ、『帝都の春はる雨さめ』。トテモ美お味いしいネ」

「待って、それ違うから！」

　あーんと空から降り落ちる雨に向かって口を開けようとする望威を、清志朗は慌あわてて止める。














「春雨って、春の雨のことじゃなくて、食べ物のことだよ！」

「ハイ？」

「評判なんだ？」

　きょとんとする望威と蒼司朗に、清志朗は頷うなずく。

（望威くんは帝都のことを調べてきて、蒼くんは流は行やりとかあんまり知らないから……）

　妙な反応になってしまっても仕方がない。




　全校下校になる日は、学校から寮までの通学路に何人もの警けい護ごが立って、生徒の安全を見守り、不測の事態に素す早ばやく対処することになっている。

　帝都学園の生徒は、『この学校の生徒だから』と無差別に狙ねらわれることもあれば、特定の誰かが狙われることもある。最も狙われるのは若様だが、地方から進学した裕福な家庭の子し息そくが狙われることもある。

　巻き添えを食うばかりで、あまり関係ないのが、清志朗たちのような職人の子息や、帝都の普通の商店の子息だ。




「蒼くん、僕たちはこっちね」

　清志朗は校門を出るのではなく、校門の横に集まっている生徒たちのほうに、蒼司朗を連れていく。

「何？　清ちゃん」

「望威くんは、放課後、お店に出るんだったよね？」

「ハイ、そうデスけど……」




　幼おさないころから家業を手伝っている子供は、跡あと継つぎであり、大事な働き手でもある。毎日放課後、商売の手伝いをしている子供は、学校で事件があったからと、毎回寮に引き籠こもっていられない。遊びではないので、『無む闇やみと寮りようから外出しない』という注意には、引っかからない。外出届けも、提出してある。今日のような場合は、別方面への集団下校ということで、警護をつけてもらって、寮ではなく店や自宅に戻るのだ。

　寮以外の場所に生徒を送り届ける警護にあたる者は、送っていく生徒の中に事件に関わりがある者がいないか、不ふ審しん者しやが後をついてきていないかを探さぐる。

　清志朗が蒼司朗たちを連れていった校門の横には、地方から進学している生徒ではなく、帝都に家のある生徒ばかりがいた。

　望威は帝都で育った子供ではないが、帝都に店があり、寮以外に帰る場所がある。括くくりとしては、こちら側だ。




「ピ」

「────蒼司朗様」

　気配もなく近づいた柳生蘭丸に、蒼司朗は振り向く。チビ朱す雀ざくが一瞬早く教えてくれたので、驚かずにすんだ。

「こんにちは、蘭丸さん」

　にこりと微笑ほほえんで、蒼司朗は柳生蘭丸に会え釈しやくする。

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　ひょこっと顔を出したピヨ四神も、柳生蘭丸に愛あい想そを振りまく。

「こんにちは」

（いかん、笑っている場合では……！）

　愛らしい奥庭の四神様を見ていると、ついついほにゃりと顔が緩ゆるんでしまう。懸けん命めいに顔を引き締めている柳生蘭丸に、蒼司朗は訊たずねる。

「二年生が何人も救急車で運ばれたみたいですけど、何があったんですか？」




　まったく平へい穏おんという様子の蒼司朗とピヨ四神を眺ながめ、柳生蘭丸は思う。

（新庄神官……、心配するようなことは、何もなさそうです）








　　　　５







「現在、調査中です。詳くわしいことがわかりましたら、お知らせいたします」

　柳生やぎゆう蘭らん丸まるが来たということは、帝都城奥庭のお庭番か、神官候補生としての呼びだしかもしれないと蒼そう司し朗ろうは思ったが、そうではないらしい。

（オレが何かしなくちゃいけない、って感じでもないな）

　緊きん急きゆう事態が起こっているのなら、柳生蘭丸の雰ふん囲い気きはもっとぴりぴりしているはずだし、気配に敏びん感かんなピヨ四し神じんはきっと身構えていただろう。

　ピヨ四神に何も変わったことがなければ、心配いらない。そしてどんな護ご衛えいをつけるよりも、ピヨ四神と一緒にいる蒼司朗の身は安全だ。

「何かお困りのことがありましたら、いつでも声をおかけください」

「はい、ありがとうございます」

　礼を言った蒼司朗が顔を上げたときには、柳生蘭丸は風のように姿を消していた。




「ミギャ～？」

「キュキュイ」

「ピピピ」

「「（しゅー）」」

「いや、別にいいから」

　追いかける？　と今にも飛びだしていきそうな楽しそうなピヨ四神を、蒼司朗は制する。

（なんだったのかな？）

　帝都城奥庭のお庭番である蒼司朗のすぐ近くに、柳生蘭丸たち公こう儀ぎ隠おん密みつ候補生や公儀隠密がいつでも控ひかえていることを、蒼司朗はこれまでの経験からよく知っている。今さら言われるようなことではないと思うのだが。

（オレが安心するように、気を遣つかってくれたのかな？）

　こんな事態は、蒼司朗が帝都に来てから初めてだ。自覚はなかったが、不安そうな顔をしていたのかもしれないと、蒼司朗は反省する。

（駄だ目めだな、もっとしっかりしなくちゃ）

　まだ一人前ではないのはわかっているが、守る人になりたくて修行しているのに、いつだって守られてばかりだ。




「アレ？　今ココに、誰だれかいませんデシタか？」

　何か足に当たったようだと、蒼司朗から目を逸そらしたときに、近くに人の気配を感じていた望ぼう威いは、きょろきょろと周りを見回す。

　特定の人物に用事があるとき、公儀隠密は周りにいる者たちの視線を上じよう手ずに逸らしてから対象に接近し、素す早ばやく用事を終えて立ち去る。大学生であり公儀隠密候補生の柳生蘭丸の行動も、鮮あざやかだ。

「え、っと……」

「さぁ。気のせいじゃないかな？」

　噓うそをつくのが下へ手たな蒼司朗に代わって、清きよ志し朗ろうは澄すました顔でそう言った。

「気ノせい……」

　望威は解げせないような顔をしていたが、いくら見回しても、それらしい人物がいないのだから仕方ない。

「────ソウですね」

　追及を諦あきらめて、望威は納得した。

「望威くん、お店に行く前にちょっと寄り道できる？　蒼くんも、今からちょっと、いいよね？」

「寄り道、デスカ？」

「え？　寮りように帰るんじゃないの？」

　ＳＨＲシヨートホームルームで担任は、寮に戻って外出を控ひかえるように言っていた。

　きょとんとする二人に、清志朗は微笑ほほえむ。

「ほとんどの事件は、帝都の職人の子供である僕や蒼くんには、関係ないからね。望威くんだって、急にお店を休めないでしょう？」

「ハイ。入いり谷やト那な智ちが困りマス」

　放課後に望威が店に来るものと考えて、今日の予定が組まれている。入谷と那智の予定も狂う。店が開けられなければ、当然売り上げはない。経済面に影えい響きようが出るだろう。

「そうだよなぁ」

「ミギュ」

「キュオ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　うんうんと頷うなずく蒼司朗と同じように、ピヨ四神もわかったような顔をする。




　入谷は社交的だし、那智は愛あい想そはないが幼おさない子供なので商店街の者たちに可愛かわいがられている。困っていればきっと商店街の人は助けてくれるだろう。

　しかし宝ほう飾しよく品ひん店てんは取り扱っている商品が貴き重ちようで高額であることに加えて、専門知識も必要だ。商品の販売を主おもとする接客業でも、誰でも気軽に手伝える店ではない。望威がいないのはとても困る。




　安心させるように、清志朗は微笑む。

「それに望威くんは一年生だしね」

　噂うわさ話を小耳にはさんだところによると、救急車で運ばれたのは二年生だけだ。

「町としての帝都が平常どおりでいられるように、僕らは適度にわきまえた行動をしていたら大丈夫だよ」




　帝都城下の繁はん華か街がいは、観光客も多く訪れるので、日頃から警官がこまめに巡じゆん回かいしていることに加えて、柳生一族の者があちこちで働いている。

　能力や適性、人数制限諸もろ々もろの関係で、少数精せい鋭えいの公儀隠密に選出されなかったものの、幼いころから厳きびしい訓練をしてきた柳生一族の者は、帝都の平和のために日々活かつ躍やくしている。不ふ審しん人物が繁華街に入りこんだなら、すぐに尾び行こうがつき、行動を監かん視しされるだろう。

　危険人物は密ひそやかに速すみやかに捕ほ縛ばくされるので、商家の子供が実家の手伝いをしに行っても、問題はない。授業開始の連絡があるまで、家に戻った生徒は自宅待たい機きだ。子供が保護者の元に戻り、寮にいないなら、学校側で警護しなければならない人数は減る。人数は少ないほうが、警護しやすい。




　清志朗の言葉に賛さん同どうするように、校門の横に集まっていた生徒たちが温く笑った。

「蒼司朗くん、放課後に大学で講義受けるんだろ？　今日、休むことないからね」

　別の組の二年生の生徒に言われ、蒼司朗は清志朗を見る。

　蒼司朗は顔や名前を知らなくても、蒼司朗の行動をよく知っている生徒は多い。清志朗は蒼司朗に頷く。

「奥庭の庭仕事をすることも、望もち月づき造ぞう園えんの庭師見習いとして作業に加わることも、いつもどおりでいいんだ。（蒼くんには、奥庭の四神様がついてるしね）」

「ミギャギャ」

「キュイッキュオー」

「チュッピピチュ」

「「（しゅー）」」

「うん、わかった」

　頼りにされて、お任まかせあれと張りきるピヨ四神に内心苦笑しながら、蒼司朗は頷く。

　学校で事件が起こるのは大変なことだが、毎度毎度付き合ってはいられないらしいのが、ようやく蒼司朗にもわかってきた。




「三み原はら先せん輩ぱい、この後、蒼くんと望威くんを連つれて、お店に行ってもいいですか？」

　清志朗に呼びかけられ、長ちよう髪はつの三年生が振り向く。

「うちの店に？　いいけど？　初めまして、蒼司朗くん、望威くん」

　にこりと微笑んだ三原哲てつ治じに、蒼司朗は急いで頭を下さげる。

「初めまして……！」

　そして、きょとんとして突っ立っている望威の頭を摑つかんで、強ごう引いんに頭を下げさせる。

「ほら、挨あい拶さつ……！」

「ハ、ハジメまして……！」

　わけがわからない様子だったが、望威は蒼司朗と同じように三原哲治に挨拶をした。

　清志朗は蒼司朗たちに教える。

「三原先輩のお家うちが、さっき言ってた『帝都で評判の名物』を出してくれるお店なんだよ」




　寮ではなく帝都城下に向かう生徒は、東西南北の各地区に別れ、学校を出た。

　南地区に向かう生徒は、十五人ほどだ。

「これから行く三原先輩のお店は、望威くんのお店と同じ、南地区にあるんだよ」

　清志朗に言われて、今ひとつわけがわからないまま、蒼司朗がいるからと喜んでついてきていた望威は、にこりと笑う。

「ボクのお店から近いノハいいデスね」

　どちらの店も同じ地区の商店街の中なら、移動は楽だ。商店街は一般の住宅地区よりもずっと人通りが多く、警官や公儀隠密の目も届きやすいので安全な場所だ。

「お前、道覚えたのか？」

　蒼司朗に訊たずねられ、望威は視線を上うわ向むけて考える。

「ンー、学校トお店ト寮の場所は、ばっちりネ。あとは、オラオラと那智か入谷がいれバ大丈夫デス」

　毎日行き来する場所は覚えたが、その他の場所を一人歩きするのは、まだ無理だ。乗用ペットの駝だ鳥ちようと、頼れる相あい棒ぼうがいれば、まっすぐ目的地に行ける。

「地図は？　持ち歩いてないのか？」

　帝都は観光地なので、あちこちにある観光案内所に立ち寄れば、無料で地図をもらえる。

「ボク、地図を見ルの苦手デス。砂の国デハ、地図ナンテ使わなかったヨ。砂さ漠ばくは、太陽ト月を見テ越えるネ。町のアル場所は、遠くからワカル。寄り道するところがナイから、まっすぐ迷わズ行けるヨ」

　地図がなくても、砂の国では方角さえわかれば、目的地に辿たどり着ける。砂漠に点在する都市は、離れた場所からも見える。

　そして蒼司朗は、初めて那智と会ったときのことを思い出す。

（よそ見して寄り道する奴だったよな、コイツ）

　一緒に歩いていた那智に置いて行かれて、望威は迷まい子ごになりかけていた。

（地図は持ってないんじゃなくて、持たせてもらえないんじゃないか？）

　慣れていなくて地図は苦手だということもあるが、地図の中に興味を惹ひく場所を見つけたら、ふらふらと寄り道をしそうだ。駝鳥のオラオラは、寄り道を許さず、まっすぐ目的地に向かうために使われている気がする。

「……まぁ、帝都に遊びに来てるんじゃないしな」

「ミギュ」

　望威は留学生で、宝飾品店の店長だ。

「望威くん、君のお店の近くを通るから、周りをよく見て、自分のお店までの道を覚えておいてね」

　蒼司朗に構われたい望威は、自分の店までの行き道がわからなければ、蒼司朗に泣きついて甘えるだろう。面倒見のいい蒼司朗は、口では文もん句くを言いながらも、きっとちゃんと望威を店まで連れていってやるに違いない。

（蒼くんの時間は、蒼くんのために使われないと）

　清志朗はできるだけ蒼司朗を煩わずらわせたくない。

　にこやかに望威を牽けん制せいする清志朗の言葉を、別の意味に受け取って、蒼司朗は感心する。

「場所を覚えたら、那智くんや入谷さんを、三原先輩のお店に連れていけるよな」

「帝都ノ名物ネ。二人も喜びマス」

　にこにこと望威は笑った。二人に真意は伝わらなかったが、結果オーライだろうから、清志朗は流しておく。

「これから行くのは、三原先輩のお父さんが店長さんをしている、新しいお店だよ。蒼くんは昔、三原先輩のお祖じ父いさんが店長をやってる本店のほうに、望もち月づき造ぞう園えんの皆みなと行ったことがあるけど、そのときには僕と半分こして、天ぷら蕎そ麦ばとかやくご飯を食べたんだよ。覚えてるかな？」

「────あー、うん、覚えてる。海え老びの天ぷらの大きいお店だろ？　こう、海老の天ぷらが三つ、帝都タワーみたいに立ててあってさー」

　蒼司朗の声に、前を歩いていた三原哲治が笑う。

「うちの祖父さん、なんでもでっかいのが好きなんだよ」

　こだわりが『大きさ』のようだ。

「そっか、海老天三本タワーってことは、蒼司朗くんは帝都タワーができたころに来てくれたんだな」

　電波塔が新しん築ちくされた記念に、帝都タワーをモチーフにしたメニューが新しく並んだ。調理に手間がかかり、原価が高くてまったく儲もうからなかったので、一時期だけのサービスメニューだった。立てて盛もりつけてある大海老の天ぷらは、今は二本になっている。

「はい。並んで整理券もらって、帝都タワーの展望台に上のぼりました」

「はは！　僕らもそうだよ。懐なつかしいなぁ……！」

「整理券があったのって、あのときだけだったよね」

　三原哲治だけでなく、帝都っ子の清志朗たちも笑う。

　完成以来、帝都タワーは帝都の子供の遠足で、定番コースのひとつになっている。




　帝都南地区に向かった生徒は、自分の家に近いところで別れを告げ、一人二人と集団下校の列から離れていった。まだ学校で授業をしている時間に、帝都の子供が集団下校している姿は、ちょっと異様だが、帝都民は『あぁ、また何かあったな』と納得し、何も言わずに見送った。




　清志朗が蒼司朗と望威を連れていったのは、春はる雨さめ料理の専門店だった。本店となる蕎麦屋の斜ななめ向かいにできた店はまだ新しくて、とても綺き麗れいだ。

「ミギャギャギャ！」

「キュウキュウ」

「ピピピピ」

「「（しゃー！）」」

「（興奮しない！）」

　蒼司朗は店に突とつ撃げきしようとするピヨ四神を、苦しくならないよう注意して、しっかり止める。




　情報誌で評判の春雨専門店には、他た圏けんからの修学旅行の女子生徒が大勢来店していた。ここの客層はどうやら、若い女性が大半のようだ。




（嫌いやだなぁ、こいつらが女好きって……☆）

　蒼司朗は、ちょっと遠い目をする。




　まだピヨった赤ちゃんサイズで甘えん坊の帝都城奥庭の四神様は、綺麗で可愛かわいくて優しい女の子が好きで、図ずう体たいがでかくてむさ苦しい男は怖くて嫌きらいだ。

　子供にありがちな傾けい向こうだとはわかっているが、まるでピヨ四神のお世話係の蒼司朗が、女好きのように見えるではないか。




「三原先輩」

　店の前で呼びかけた清志朗に、三原哲治は頷く。

「うん、わかってる。奥の個室が空あいてると思うから、ちょっと待ってて」

　有名人でも気き兼がねなく来店できるように、店内にはいくつか個室が用意されていた。

「すみません、お世話かけます！」

「気にしないで」

　大きく身体からだを折ってお辞じ儀ぎした蒼司朗に手を振って、三原哲治は店内に入っていった。




　個室は有名人の突然の来店にも対応できるよう、常つねに一部屋空けておく約束になっている。

「小さい個室で、ごめん。飛びこみのお客様で、広い個室使ってるみたいなんだ」

　鞄かばんを置いて素す早ばやく着替えて出てきた三原哲治は、外で待っていた蒼司朗たちを、個室のある店の奥に案内した。重じゆう厚こうな造りである本店で働くには、三原哲治の長髪は不似合いだが、新しい店の雰囲気にはよく合っている。

「こんな感じなんだけど、大丈夫かな？　蒼司朗くん」

　格こう子し戸どを開いて三原哲治が蒼司朗に見せた個室は、店の奥の壁かべ際ぎわを仕切り、作りつけの二人掛けベンチシートを対面させた間に、広い卓たくを置いた小部屋だ。

　確かに狭せまいが、気心の知れた者と食事をしたり、内ない緒しよ話ばなしをするには、十分な空間だ。細身の女の子なら、詰めれば六人は入れそうだ。

「無理そうなら、二階の、家のほうに上がってもらえるけど？」

「いえ、ここで大丈夫です。ありがとうございます」

「そう？　よかった」

　見えなくても、奥庭の四神様を連れていることに気を遣ってくれる三原哲治に、蒼司朗は心から感謝する。格子戸を閉めていれば、蒼司朗がちょっと目を離しても、ピヨ四神が他の客席にお邪じや魔ますることもないから、ここなら安心だ。




　個室に入った蒼司朗が荷物を置いて座るや否いなや、ピヨ四神は出してとウゴウゴした。待ちきれないとアピールするピヨ四神を、そっと蒼司朗は抱だっこする。

「こっちの戸の向こうは、お客さんがいっぱいいるお店なんだから、イタズラしたり、はしゃいじゃ駄だ目めだぞ？　いい子にしような」

「ミギュン」

「キュウ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　甘えた声で鳴くピヨ四神を、蒼司朗は撫なでて可愛がる。




　外人で背の高いイケメンである望威は、どこでも女性に注目される。

「コンニチハー」

　サービス精神旺おう盛せいに、手を振ってはきゃあきゃあ言われている望威は、いつまで待っていても、後をついてきそうにない。

「望威くん、こっちだよ」

　振り向いた清志朗は、望威の腕うでを摑つかんで個室に押しこみ、その隣となりに座る。

「じゃあ、三原先輩、今日はこれを三つお願いします」

　来る途中の道でお喋しやべりしながら、望威から苦手な食べ物などを上じよう手ずに聞きだしていた清志朗は、蒼司朗と望威の分も適当に決めて速やかに注文し、個室の入り口を閉めた。




　清志朗が選んだのは、汁しる麵めんの形になった、汁春雨だった。器うつわは一般的な丼どんぶりよりやや小さめだが、汁しる碗わんよりも大きい。

「お昼ご飯からまだそんなに時間が経たってないけど、これぐらいならお腹に入ると思うんだ」

「……春雨って、和あえ物とか、鍋なべの具かと思ってた」

（煮にゆう麵めんみたいになってんだな）

　驚いている蒼司朗に、料理を運はこんできた三原哲治は笑う。

「先に来てたお客さんが、何人も注文してたけどね」

「そう、でしたっけ……？」

　女の子の集団に圧倒され、ピヨ四神が飛びださないよう宥なだめながら、できるだけそちらを見ないように店の奥に向かった蒼司朗は、客の卓の上を眺ながめる余裕なんてなかった。

「蒼司朗くんは、これも使うよね？」

　にこっと微笑んだ三原哲治は、蒼司朗の器の横に、お茶ちや碗わんと食事用鋏ばさみを置いた。お茶碗は小さい子供連れの客に出すものだが、今日は食事用鋏とセットでピヨ四神用だ。春雨は箸はしでは切れないので、鋏があるととても助かる。

「すみません、ありがとうございます」

「いやいや。どうぞこれからもご贔ひい屓きに」

　にっこり笑った三原哲治は、すぐにお茶を持ってくるからと言って個室を出た。




　興味津しん々しんという様子で器を覗のぞきこんだ望威は、フォークを突っこんで、透とう明めいな麵を持ち上げる。

　春雨はつるりと滑すべって挟はさみにくいので、箸の使い方があまり上手でない望威のために、三原哲治はフォークを持ってきてくれたらしい。

「オォ！　これが『春雨』デスか！　知ってマス！　砂の国にも、ありマスよ！」

　豆から作る透明な麵は、砂の国でも食べられているようだ。

「蒼司朗センパイの国の人は、トテモ美しい名前つけますネ。え、ト、『趣おもむきがアル』？」




　透すきとおるキラキラした麵を、春という季節に降る、優しい雨に見立てるとは。




「雨が降っちゃうと、オレたち庭師は仕事できないけどな」

「ミギャギャ」

「あぁ、はいはい。ちょっと待って……」

　蒼司朗は膝ひざの上に乗せたピヨ四神のために、お茶碗に汁春雨を取り分け、食べやすいよう切って、少し冷ましてやる。

「エ……」

（今……）

　ピヨ四神の鳴き声が聞こえて、望威と清志朗は驚く。




　個室に入ったので、ピヨ四神は姿を見せることにしたようだ。卓の陰かげで気づかなかったが、ベンチに腰こしかける蒼司朗の隣に、ピヨ四神がお行ぎよう儀ぎよくお座りしている。




「ほら、あーん」

「ミギャン」

「キュウ」

「チュピ」

「「（しゅー）」」

　短くした春雨を箸で摘つまんで差しだす蒼司朗に、ピヨ四神が小さな口を開け、ぱくんと食べた。ほのぼのファンシーだ。




「フォ────！」




「どうした!?」

　突然聞こえた絶ぜつ叫きように、お茶を運んできた三原哲治は驚いて個室に入る。店内にいた客たちも、びくっとして思わず動きを止めた。




「な、なんでもありません！　すみません、お騒さわがせして……！」

　鼻血を噴ふん出しゆつし、幸せそうな顔で奥の壁に凭もたれて気絶している望威を背中で隠かくしながら、清志朗は三原哲治に愛想笑いする。




「ミギュ……」

「キュイ」

「ピ」

「「（しゃー）」」

「大丈夫だよ、怖くない怖くない」

　びっくりして腹にしがみついてきて震ふるえているピヨ四神を宥める蒼司朗の姿に、うっと三原哲治は息を吞のむ。

（奥庭の四神様を初めてこんなに近くで見たけど、これは……！）

　可愛いもの好きには、確かに悶もん絶ぜつものである。








　　　　６







　休み時間になり、嬉き々きとしてフィルムを現像に出しに行こうとした柳生やぎゆう真ま純すみは、そのときになってようやく帝都学園高等部で大おお騒さわぎがあり、午後の授業が打ち切られて全校下校になっていたことを知った。

「────私がいたときには、特に何もありませんでしたけど」

　柳生真純は五時間目開始のチャイムの音を聞いてから、撮さつ影えいを終えて帝都学園高等部を出た。

　時間を考えると、柳生真純が帝都学園高等部から退出したのと、通りすぎてきた廊ろう下かで昏こん倒とう者しやが出たのとは、ほぼ同じころだ。

　若様のステキ笑顔に浮かれていたのは柳生真純本人も認めるが、公こう儀ぎ隠おん密みつである柳生真純にとって、若様は絶対に守り抜かなければならない最重要人物なのだ。

　持っているフィルムの数や、チャイムが鳴ったことにちゃんと気づいていて、自分の授じゆ業ぎように遅ち刻こくしないよう行動できたのに、おかしな気配を感じ取れないほどボケボケになっていたとは思わない。




　きっぱり答えた柳生真純に、質問した柳生藤ふじ丸まるは小さく溜ため息いきを吐つく。

「そっか……」




　若様と四神の戦士のサポート役の公儀隠密として選出されたのは、二人の兄ではなく高校入試に合格したばかりの妹だった。

　柳生真純は幼おさないころから真ま面じ目めで責任感が強く、器用に任務の遂すい行こうができる少女だった。変へん装そう術じゆつにも長たけ、様々な場所へ潜せん入にゆうすることができる。

　驕おごることなく裏方に徹てつして活動し、望まれるとおりの結果をはっきりと示してきたので、年齢や性別で柳生真純を軽かろんじたり、実力を疑ったりする者は誰だれもいない。




　早退届を出してきて、忍しのび装しよう束ぞくに着替えた柳生真純は、遅ればせながら調査に加わる。

「────幸せそうな顏で、鼻から血を流して倒れていた、ねぇ……。若様に悩のう殺さつされちゃってただけだったりして」

　それならもう問題解決しているのにと笑って肩かたを竦すくめ、柳生真純はまず若様の様子を確認するため、帝都城に向かった。

（あ、途と中ちゆうで写真館にフィルム持っていかなくちゃ）

　いつものことなので、渡してくるだけでいい。写真館の者はお得意様である柳生真純の顏を見れば、何枚写真を焼いてどこに届けてほしいとか、説明しなくてもいつものように作業してくれるだろう。五時間目の授業分、がっつり出遅れたのだから、写真館への数秒の寄り道なんて、気にするほどのものではない。




「……とことん前向きな奴だな……」

（若様に悩殺って……）

　もしも本当にそうなら、どんなに楽だろう。げんなりする柳生藤丸の横に、一いち陣じんの風のように、どこからか戻ってきた柳生蘭らん丸まるが立つ。

「いや、あながち間違ってないかもしれない」

「病院の？」

　昏倒して運ばれた生徒のことかと問う柳生藤丸に、蘭丸は頷うなずく。

「検査結果は、まったく異常なし。本人が夢見心ごこ地ちで証言している。催さい眠みん暗示や薬物が見せた集団幻げん覚かくという可能性も、まだまだ捨てきれないが」

　はっきりと何かをしたという犯人が見つからないかぎりは、憶おく測そくと疑ぎ惑わくばかりだ。




　大だい騒そう動どうで救急車で運ばれた生徒は、病院で目を覚ましていた。

「家に帰ったら、自じ慢まんしまくるよ！」

「僕も！」

「若様には、ずうっとあんなふうに笑っていてほしいよなぁ……！」

　帝都大学附ふ属ぞく病院で目を覚ましたことには驚いたが、検査を終えた生徒は皆みな、興こう奮ふんしながら大きな声で喋しやべっていた。

　大部屋の病室のひとつは、高校生男子がいっぱいの修学旅行の宿のようだ。




　そっと戸口に立って、高校生男子で賑にぎわう病室の中を覗のぞいていた三人の医師たちは、なんとも言えない顔で、小さく息を吐く。

「……元気そうですね」

「だね」

「とりあえず、一晩、様子を見ようか」

　救急車で迅じん速そくに帝都大学附属病院へと運ばれた帝都学園高等部の生徒は、他の患かん者じやと接せつ触しよくしないよう、隔かく離り病棟びようとうに入れられた。検査室では、どんな些さ細さいな異常も見み逃のがさないように、細心の注意を払って検査を行ったが、なんの異常も発見できなかった。

　どの少年も、つやっつやで血けつ色しよくよく、頰ほおはバラ色。健康そのものに見えるのだが、高度な催眠暗示などがあったなら、後から何が起こるかわからない。

「────若様の笑顔、とは……」

「確かに、大変魅み力りよく的てきであることは否ひ定ていしないが……」

「これまでも、色々な行事で、間違いを起こしそうになる人が続出してますしね……」

　昏倒した生徒から聞きだした共通の事柄は、医師たちにとって俄にわかに信じ難がたい。




「先生！　急患です！」




　大学の研究室に戻るため、俯うつむくように視線を落としながら廊下を歩いていた医師たちは、待たい機き所じよから出てきた看かん護ご師しの慌あわてた声に、はっと顔を上げる。

「原因不明で意識のない男性、今度は大人が二人、救急車で運ばれてきました！」

　今は元気そうにしているあの男子高校生たちと、容体が酷こく似じしているのだ。

「こちらに入れてよろしいですか!?」

　看護師の言う『こちら』とは、隔離病棟のことだ。

「すぐにこちらの第二処置室へ！」

　男子高校生たちが病室から出るには、看護師の待機所の前を通らなければならない。第二処置室は、今日はまだ使っていない。容体が酷似しているだけで、まったく無関係だったとしても、影響は及ばない。

「今度こそ、原因がわかるかもしれんぞ！」

「どこから運ばれてきた患者だ!?」

　なんとしてでも原因究明をと、気合を入れる医師たちに、看護師は言う。

「帝都城公園にある写真館のご主人とその息むす子こさんです！」




　帝都城御ご用よう達たしの写真館の主人たちは、柳生真純が持ちこんだフィルムを現像し、写真を焼いていたらしい。

　二人が倒れていた現場には、若様の素す晴ばらしい笑顔の写った写真が多数あった。




（あ、『Ｒ指定です』って、言い忘れちゃった）

　フィルムを写真館に持っていった、凄すご腕うでカメラマンの柳生真純は、とても急いでいたのだから、仕方がない。

　柳生真純の写真には、色々とベストショットのお宝写真が多く、ステキすぎて帝都日につ報ぽうや雑誌に掲けい載さいできないような写真もある。

　今回、若様の笑顔たっぷりのステキ写真の不意打ちを受けた写真館の者たちも、まさかこれほどのものが見られるとは、夢にも思っていなかった。




「────親おや父じぃ、あれ、ヤバいよな」

　病院のベッドで点滴を受けて横になりながら、写真館のレフ板代わりに使えそうなほど頭部の禿はげ上がった息子は、虚うつろな目で天てん井じようを見つめて呟つぶやく。

　二人とも顔のニヤけが戻らないので、病室の扉とびらには面会謝絶の札ふだが下がっている。

「あぁ、激ヤバい。真純嬢じようちゃん、澄すました顔して、なんてモノ置いていきやがるんだか。オイラぁ、お花畑が見えちまったぃ」

　頭部は息子とそっくりだが、歳をとっていて顎あご髭ひげのあるほうが、写真館の主人だ。

「祖じ父いさんに川向こうから石投げられて、こっちに戻ってきたってか？　そりゃ、危険すぎだってば」

「おうとも。あれは、世に出しちゃいけねぇ。いけねぇなぁ」

　はふーと息を吐いて、二人は気持ちを落ち着ける。

「「長生きしねぇと……！」」

　若様が次の帝みかどになるお姿を、ぜひとも写真に収めなければ！




　後から運ばれてきた写真館の二人を含め、帝都学園高等部で起こった生徒の昏倒事件は『若様による悩殺説』が有力だったが、次期帝に対して滅めつ多たなことを言うものではないので、ひとまず『謎なぞ』のままとされた。




　担当となってしまった医師たちは、帝都大学附属病院の医局の隅すみで膝ひざを突き合わせ、こそこそと相談する。

「────十日ほどの隔離でどうだろう？」

「妥だ当とうじゃないかな」

「そのくらいは、ねぇ。やっぱり」

　少年たちは以前より活気に満ちて元気なくらいだが、万が一……ということも無視できない。現在の健康状態なら、すぐに寮に戻して学校に通わせてもいいのだが、無理のない体てい裁さいとして、『十日間の隔離』というのが妥当ではないかと判断された。

「写真館の二人は、帰していいだろうね？」

「いいと思うよ」

「検査で何も異常はなかった。帝都学園高等部の生徒とは、別件だ」

　同じ場所にいて同時に救急車で運ばれたわけではないので、『違う』で通せる。

「まともに見えるようになったら、とっととお帰りいただこう」

　若者と年配の者の違いで、目を覚ました高校生は元気が有り余っているが、年配の者には刺し激げきが強すぎたらしく、目を覚ましてもすっかりヨレてしまって、普通に見えない。ふらふらしているくせに、顔がだらしなく緩ゆるんでいるので、とってもアブナイ変な人だ。怪あやしい状態で病院を出られると、病院がおかしな場所に見えてしまうので、大変困る。




　帝都神社で何かわかったことがあったら知らせてほしいと言われていた小お此この木ぎ神官長は、社しや務む所しよで病院の決定報告を聞いて笑った。

「んー、まぁ、いいとこだろうねぇ」

　結界を確認しに行かせた新しん庄じよう神官は、異常なしと報告してきた。柳生真純の撮った写真を焼いていた写真館の主人たちも、高校生と同じ状態で救急車で搬はん送そうされている。




　小此木神官長にお茶を運んだ鈴すず宮みや神官は、溜め息を吐く。

「若様の笑顔で、あの事態は……笑いごとではすまされないのではありませんか？」

「んー、前々から、それっぽいことはたくさんあったよ？　公儀隠密の皆さんががんばってくれてたから、大事にならなかっただけで」




　若様に魅み了りようされて、ふらふらーっと行動しそうになった者は、発見されるとすぐに吹き矢の的まとになって、眠らされ、公儀隠密や警備員たちによって運びだされていた。




「少しずつ若様に対する免めん疫えきをつけていけば、大丈夫でしょう。これまで若様は体調を崩くずされがちで、学校や寮りようでも、他の生徒と一緒にいる時間がとても少なかったです。蒼そう司し朗ろうくんが帝都に来てくれてからは、お元気になりましたねぇ」

「そう、ですね」

　帝都神社の神官の中でも、一番の新人である鈴宮神官は、帝都に来てまだ二年目だ。以前の若様のことは、新聞や雑誌の記事に載のっていたことしか知らない。

　蒼司朗が奥庭のお庭番に就しゆう任にんしてから、鈴宮神官は学校に昼食を届けに行くようになって、同じく生徒会室で食事する若様と、毎日お昼どきに会うようになった。

「だんだんお顔の色がよくなられている気がします」

　最初のころは、食が細い印いん象しようがあったのだが、近頃の若様は、残すことなくしっかりと食事している。

「やっぱりいいですよねぇ、可愛かわいいものを愛めでるのは」

　言ってから、小此木神官長は付け足す。

「あぁ、もちろん、成せい獣じゆうの四神様も大変素す敵てきですけど」

「はい」

　気持ちがわかって、くすっと鈴宮神官は笑った。




　翌日から授業再開の連絡があり、病院に隔離入院中の生徒以外は、平常どおりに登校することになった。自宅に戻った帝都在住の商家の子し息そく────蒼司朗たちは、一晩だけ外がい泊はくして登校し、寮生活に戻る。




　一人だけ色違いの白の学生服は目立つので、他の生徒は登校中の若様をすぐに見つけられる。

（あ……若様だ）

（登校されてるんだ）

（あんなことがあった後なのに）

　幼よう稚ち舎しやから若様と一緒に進学してきた生徒は、お元気そうな様子で校門を通った若様を驚いて見つめる。

「おはよう」

　にこりと微笑ほほえむ若様は、花はな曇ぐもりの空の下でも、そこだけ明るく輝かがやくようだ。

「お、おはようございます、若様……！」

「おはようございます！」

　何か事件の後に、牛ぎつ車しやに乗るのではなく、他の生徒のようにごく普通に、若様が歩いて登校するなんて、初めてのことではないだろうか。




（あー、やっぱ驚くよなぁ）

　帝都城に泊とまって、若様と一緒に登校した篠しの原はら勇ゆう輝きは、若様を見かけてびっくりする生徒の反応に、そうだろうなと思う。

　穢けがれに弱く、体調を崩しがちな若様は、放たれる悪意に敏びん感かんに反応する。そして誰かに危害を加えようとするのではない、脅おびえた者たちの放つ不安までもが、弱った若様を苛さいなむのだ。

　何か事件が起こった後、若様はいつもしばらくの間、学校を欠席していたし、なんとか登校できるようになっても、行き来には牛車を使っていた。

（蒼司朗の浄じよう化かが、効きいてる）

　篠原勇輝は蒼司朗を認めたくはないが、天の戦士の力は若様にとって必要不ふ可か欠けつのものなのだろう。

　学校を欠席することはないが、今回は隔離入院している生徒が退院するまでは、若様は警けい護ご強化のために、寮ではなく帝都城から通うことになる。




　校門のところで、生徒会の会長に呼び止められた清きよ志し朗ろうと別れ、先に校舎に向かった蒼司朗は、下足ロッカーの前で、待ち伏せていた望ぼう威いに見つかっていた。

「蒼司朗センパイ～♡」

「抱だきつこうとするな！」

「エー？　じゃあ、匂いダケ♡」

「ミギャー！」

「嗅かぐなっ！」

（悪い奴じゃないんだけど☆）

　外国留学の思い出は、楽しいものであってほしいが、ベタベタと構われたくはない。そして望威に見えなくても、一緒にいるピヨ四神が蒼司朗よりも嫌いやがるので、とても困る。

　ここにこうして、こういうのがいるのだからと、ピヨ四神の姿を見せて遠えん慮りよさせようとしても、姿を見せた瞬間に、望威の可愛いもの萌もえゲージがＭＡＸマツクスになって振りきれるので、話にならない。よけいに面倒なことになる。

「一回、ギュ～ってさせてくれタラ、それデいいんデス～」

「よくない！」

　寮でも学校でも、違う学年の場所に踏ふみこむのは、よく思われないと理解している望威は、蒼司朗を先に行かせない。

「退どけって！」

「ウフフフフフフ」

　バスケットボールのマンツーマンディフェンスのようになっている蒼司朗と望威の横を、あぁまたやってるなと苦笑しながら、生徒が通り過ぎていく。

　望威と攻こう防ぼうしながら、目の端はしにちらりと白いものを捉とらえた蒼司朗は、振り向く。

「おはようございます、若様！」

　くるっと身体からだを反転させた蒼司朗の声に、望威は顔を上げて固まる。

「オ、ハヨウゴザイマス……！」

　蒼司朗ばかりを目で追っていて、登校してきた若様にまったく気づかなかった。

「おはよう」

「…………」

　にこやかな若様の横で、篠原勇輝がガンを飛ばす。

　蒼司朗に対して遠慮はないが、望威は若様にはとても緊きん張ちようする。

　思わず直立不動になった望威の横を擦すり抜け、蒼司朗は二年生の下足ロッカーのエリアに駆かけこむ。

「────蒼司朗センパイィ……！」

「またなー！」

　追ってこれない望威に、蒼司朗はにっこりと笑って手を振った。




「おはよ、篠原！」

「ミギャギャ！」

「キュイキュイ」

「ピッピピチュ」

「「（しゅー）」」

　若様大好きのピヨ四神は、ここにいるのとアピールを忘れない。

「おはようございます、奥庭の四神様」

　小さな可愛い四神様に向ける若様の笑顔は、四神様に負けないぐらい可愛くなる。




（うっ……！）

（わー……）

（若様、可愛いー……）

　朝から素す敵てきなものを見た生徒たちは、ふわふわの幸せ気分で自分の教室に向かう。




「……おはようございます、四神様。……オメー、朝から無む駄だに元気だな……」

　眠いのか、半目の篠原勇輝に、蒼司朗は快かい活かつに笑う。

「オレはもう朝から一働きした後だしな！　篠原、朝弱いのか。だらしねー！」

「っせーよ……、背ぇあると、頭の天てつ辺ぺんまで血が行くのに、時間かかるんだよ……！」

　適当なことを言う篠原勇輝に、若様はくすくすと笑った。




　社務所で朝ご飯を食べてから登校する蒼司朗たちを見送った小此木神官長は、読み終わった新聞を置き、長なが椅い子すから腰こしを上げる。これから公務で、帝都城に行かなくてはならない。

「……また降ってきましたね」

　空を見上げ、小此木神官長は溜め息を吐く。

　春の長雨とは言うが────。

　鈴宮神官は小此木神官長のために、奥から傘かさを持ってくる。

「蒼司朗様たちの登校時間にはやんでてよかったです」

「……えぇ。ここ数日、まったく同じですね」

「は？」

　よく聞き取れず、きょとんとする鈴宮神官の手から、振り向きもせずに小此木神官長は傘を受け取る。

「記き録ろくできるものを持って、ちょっとついてきてください」

「あ、はい……！」

　言われて、鈴宮神官は急いで筆記具を持ち、社務所を出る小此木神官長の後に続く。




　ついてくる鈴宮神官に振り向くことなく、小此木神官長は先を行く。

（偶ぐう然ぜんは何度も続かない）

　雨は蒼司朗たちの登校時分にはやみ、下校時間になるころから勢いを増して降る。ここ何日か、まったく同じような天気が続いている。




　しっとりと濡ぬれた玉たま砂じや利りを踏ふみ、小此木神官長と鈴宮神官は帝都城に向かって歩く。モノクロームの世界に、色いろ鮮あざやかな傘が華はなやかだ。




　細くきらきらと輝き落ちる春の雨は、帝都のどこにも同じように降るわけではない。

　土地の高低や建物道路植物、様々な要よう因いんで、雨には多く降る場所と、あまり降らない場所がある。

　帝都城公園は、それほど多くの雨が降るところではない。

（それでも────）

　小此木神官長は内うち堀ぼりの前で足を止める。

「神官長……？」

　どうしたのだろうと、わけがわからない鈴宮神官に、小此木神官長は静かに訊たずねる。

「────今、お堀のどのあたりまで水が来てますか？」

「はい……！」

　鈴宮神官は、目印になるものを探し、持参したメモ用紙に急いでそれを書きつける。

（雨で、水みず嵩かさが増してる……）

　帝都に来て二年目の鈴宮神官には、それがどういうことなのか、まだよくわからない。だが、何かとても重要なことだということだけはわかった。














　内堀の水位は、普段よりかなり高くなっていた。




　帝都城内堀の水は、帝都城公園の外の川から引きこんだものだ。外堀から堀をぐるりと循じゆん環かんして、また帝都城公園の外の川に流れでていく。帝都城公園は結けつ界かい領りよう域いきなので、ゴミや不純物だけでなく、穢れも綺麗に浄化されてから、水は堀を巡めぐっている。

　そして内堀の水位は、帝都の平へい均きん降こう雨うの目安となっている────。

（まだ、梅つ雨ゆ入りの準備はできていないというのに……）








　　　　７







　神官の資格をとるために、蒼そう司し朗ろうは放課後に帝都大学で講義を受けているが、学会に出席するなどの教きよう授じゆの都つ合ごうで、休講になることも時々ある。

　事前に大学での講義がないとわかっている日には、空あいてしまったその時間を使って、蒼司朗は望もち月づき造ぞう園えんで一人前の庭師になるための修業をする。ことになっているのだが。




「んー……」

　鞄かばんに荷物を詰めて帰り支じ度たくをしながら、窓の外でしとしとと降る雨を眺ながめ、口を尖とがらせる蒼司朗に、清きよ志し朗ろうは苦笑する。

「お天気ばかりは、仕方ないよ」

　庭師の作業は、雨天には行わない。

「一昨日おとといも雨で作業できなかったじゃん。今日はオレにも帝都大通りの街がい路ろ樹じゆ、触さわらせてくれるって言ってたのに～……！」




　望月造園で一番下したっ端ぱの見習い庭師の蒼司朗は、一緒に仕事をさせてもらっても、伐ばつ採さいした枝や落ち葉の掃そう除じが主おもで、鋏はさみを持たせてもらえる機会はなかなかない。帝都大通りのような目立つ場所で、鋏を使うなんて、滅めつ多たにない作業だったのに────。




「今日作業する予定だったあのあたりは、他よりも雨が強く降るから、また今度だね」

「うー……」

　望月造園の作業は、蒼司朗の都合に合わせてはもらえない。今日作業できなければ、帝都大通りでの仕事は別の日になり、蒼司朗がするはずだった作業は、他の庭師のものになる。




　蒼司朗にくっついているピヨ四し神じんも、困った様子で窓の外の雨を見つめる。

「ミギュ～」

「キュイ～」

「チュチュピピッチュ～」

「「（しゅー）」」

「そうなんだよなぁ……、佐さ藤とう錦にしきの受じゆ粉ふん作業……」

　鞄の蓋ふたを閉じて、蒼司朗は頭を抱かかえる。




　雨で作業できないのは、帝都城の奥庭も同じだ。

　奥庭の四神様のためだからと、無理を言って頼みこみ、譲ゆずってもらった桜おう桃とうの木。奥庭に移い植しよくした佐藤錦の受粉作業もしなくてはならないのだが、この雨では。




　奥庭に移植した果か樹じゆのことで頭を抱えている蒼司朗に、清志朗は首を傾かしげる。

「蜜みつ蜂ばちを使わせてもらうんじゃなかったっけ？」

　桃ももや梅うめなど、帝都城公園には実のなる木も多いので、帝都城お抱えの養よう蜂ほう家かもいる。帝都城を任されている望月造園では、養蜂家と相談して、どこで蜜蜂に作業してもらうかを決めている。

　養蜂家の入れない奥庭は、蒼司朗が巣箱を運んで、蜜蜂を放さなければならない。

「うん、なんとか花が咲いたからね。蜜蜂の小さい巣箱を奥庭に入れたよ」

「だったら、大丈夫なんじゃないかな」

　綺き麗れいに花が咲いたら、受粉は蜜蜂の仕事だ。蜜蜂は働きものなので、任せておけば何も心配いらないはずだ。

「確かに、雨が降ったら、蜜蜂は飛べないけど」

　巣箱があっても、蜜蜂が出てこないのでは困るだろうと、清志朗も思う。

　人間にとって小さな雨粒も、小さな昆こん虫ちゆうにはとても大きい。雨粒が当たったり、羽が濡ぬれるととても飛んでいられないので、蜜蜂も作業はお休みだ。

「蜜蜂にも任せるけど、受粉作業はオレもしなくちゃいけないんだ。そのほうが確実だからって」

「蒼くんが、ひとつひとつの花に受粉させるの？」

　桜桃の花は小さくて、しかも数がある。一本の木でも、大仕事ではないだろうか。

　驚く清志朗に、蒼司朗は笑う。

「鳥の羽根で作った、大きなハタキみたいなの使うんだよ。それで花のところを、ばばばーってやったら、受粉できるんだって」

「へぇ……、そうなんだ」

　佐藤錦は桜桃の最高級品種だ。よりたくさん、いい実が収しゆう穫かくできるように、果樹農家は色々と工く夫ふうしているらしい。

「美お味いしい実のなる木なんだ。思ってたより花が咲くのが遅くて心配したけど、うまく花が咲いたんだ、なんとかものにしたいよ……」

「ミギャ」

「キュウ」

「ピピピ」

「「（しゅー）」」

　がんばってねと、円つぶらな瞳ひとみで見つめるピヨ四神を、蒼司朗はそっと撫なでる。

（これで最後かもしれないから）




　桜桃の実がなるのは年に一度だ。そして奥庭の四神様は、いつまで小さな赤ちゃんの姿で蒼司朗の側にいてくれるかわからない。

　来年の奥庭の四神様は、今と同じ姿ではないかもしれない。

　もっともっとお役目に相応ふさわしい立りつ派ぱな人が現れて、蒼司朗は奥庭のお庭番でなくなっているかもしれない。

　蒼司朗はそれがわかっているから、本来、接つぎ木の苗なえ木きで植えるはずの果樹を、しっかりと花が咲いて甘い実がなるとわかっている状態のもので欲しいのだと、我わが儘ままを押しとおして成せい木ぼくで譲ゆずってもらった。

　木を譲ってくれた佐藤錦農家の人に無理を言って帝都まで来てもらい、事こと細こまかに指導してもらった。努力の甲か斐いあって、木はうまく根づいて冬を越え、この春、たくさんの花が咲いた。




（オレにできる、精せい一いつ杯ぱいで）

　奥庭のお庭番という大役に選んでくれた四神様の期待に、応こたえたい。

　太陽の光を浴あびて赤く艶つややかに輝くだろう、小さな実。四神様の楽しみにしているサクランボの甘い実を、蒼司朗は自分の手で食べさせてやりたい。




　あと数日、隔かく離り入院している生徒たちが退院するまでは、放課後のクラブ活動や役員会はすべて中止で、全校下校だ。

　ＳＨＲシヨートホームルームが終わり、蒼司朗は清志朗と教室を出る。

「清ちゃん、帝都って、これからずっとこんな感じ？　このまま梅つ雨ゆ入りかな」

「んー……、このところ雨ばっかりだけど、からっと晴れる爽さわやかな日が続いてから、梅雨入りだよ。どうかした？」

「雨あめ避よけ、いつ作ろうかなって思ってさ。サクランボの実って、雨が当たると割れちゃうらしいから」

　せっかく実がなっても、割れてしまっては残念だ。

「そうか……。早いうちに支し度たくしておいたほうがいいかもしれないね。僕に手伝えることがあったら、なんでも言ってね」

「うん。ありがとう、清ちゃん」

　清志朗が手伝えるのは、奥庭の外での作業だけだ。小柄な蒼司朗一人での作業は大変だろうから、取りかかるのはきっと早いほうがいい。




「蒼司朗センパイー！　一緒に帰りまショウ～」

　下足ロッカーのある廊ろう下かで待っていた望ぼう威いが、蒼司朗の姿を見つけて、ぶんぶんと大きく手を振った。




　身長の高い望威は手足も長いので、オーバーアクションになると幅はばを取る。全校下校で、ただでさえ下足ロッカーのあたりは混雑していた。突然動いた望威とぶつかりそうになり、慌あわてて避さけていく生徒が何人もいるが、おおらかに育った望威に、周りに迷めい惑わくをかけている自覚は、まったくない。




「蒼ッ司朗センパイ～！」

「うるさい！」

　大きな声で名前を連れん呼こされると、その名前ばかりが耳に残り、蒼司朗が周りに迷惑をかけているようだ。

「蒼くん……」

　同じように大きな声で怒ど鳴なっては、望威と同じように迷惑だ。苦笑しながら注意しようとした清志朗の隣から、蒼司朗の姿が忽こつ然ぜんと消えていた。

（え？）




「騒さわぐな暴あばれるな……！」

「ハイ……☆」

　枝えだ打うち斧おのの柄えの先を突きつけられて顎あごを押し上げられるような格かつ好こうで、向かい合った蒼司朗に睨にらまれた望威は、身体からだを仰のけ反ぞらせながら降こう参さんと小さく両手を上げた。




　清志朗と同じく、一瞬で蒼司朗を見失った生徒は、望威をおとなしくさせている姿を見て驚く。

「瞬間移動だ……！」

「さすがお庭番様、すごいなー……！」

　蒼司朗は小柄だが、足はとても速い。

　下足ロッカー前の廊下にいた生徒の合間を縫ぬって、一気に望威のところまで走ったのだろうと、理り屈くつではわかるのだが、実際に目にするとその鮮やかさに圧倒される。本当に瞬間移動したのか、加速装そう置ちでも使ったかのようだ。




　雨の中、蒼司朗と一緒の下校をゲットした望威は、傘かさのせいで距離は隔へだてられていたが、にこにことご機き嫌げんだ。

「────中身ト外側が別々に出テ、自分で挟はさんでカラ食べる、モナカのお店がアルそうデス。『モ』って、美お味いしいですか？　ボク、食べられるカナ？」

「は？」

　蒼司朗はきょとんとし、清志朗は笑う。

「いや、望威くん、『モ』が中にあるから『モナカ』じゃないから……！」

　清志朗に言われて、蒼司朗は望威の間違いに気づく。

「うわー、そうきたのかー……！」

「最も中なかは、甘くて美味しい餡あん子この入ったお菓か子しだから、きっと望威くんも大丈夫だと思うよ」

「そうデスか。よかった。じゃあ、これカラ、そのお店に行きまショウ。蒼司朗センパイ、お仕事ナイですよネ？」

　にこにこ笑う望威に、蒼司朗は口を尖らせる。

「オレのことはどうでもいいから、お前、仕事しろよ」

　店長が遊んでいてはいけない。




　甘くて美味しいお菓子と聞いて、ピヨ四神はキランと目を輝かせる。

「ミギュッ」

「キュオ」

「ピピッチュ」

「「（しゅー）」」

「（いや、オレたちだけでも行かないから！）」

　帰り道に買い食いの癖くせがつくのは、よろしくない。




『クアーッ』




　突然帝都城公園に響ひびき渡った雄お叫たけびに、下校していた帝都学園高等部の生徒は、びくっと肩かたを震ふるわせた。あの鳴き声は────。

「オラオラ？」

　望威は自分のペットの駝だ鳥ちようが近くにいるのかと、声の聞こえたほうに振り向く。声を聞いた者たちも、反射的に皆そちらに意識を向ける。




「ピ」

「（蒼司朗様）」

　耳のすぐ近くで聞こえた囁ささやき声は、公こう儀ぎ隠おん密みつのくのいち、柳生やぎゆう真ま純すみのものだ。先に頭の上のチビ朱す雀ざくが教えてくれたので、蒼司朗は驚かずにすんだ。

「（帝都神社の社しや務む所しよにおいでください。神官長がお呼びです）」

　蒼司朗が振り向くより早く、要件を告つげた柳生真純は姿を消していた。

（さっきのあの駝鳥の鳴き声……）

　きっと皆の注意を逸そらして、蒼司朗に接近し、伝言を伝えるためのものだ。こんな呼びだしは、今までなかった。何か急ぎの用があるらしい。




「ンー……」

　近くにいたなら、水みず飛沫しぶきを上げながら雨の中を駆かけ抜けてくる雄お々おしい駝鳥の姿が見えるはずなのだが、どうも現れそうもない。

　首を傾かしげている望威に、清志朗は微笑ほほえむ。

「空そら耳みみ、かな？」

　とてもよく似た鳴き声だったけれど、聞き間違いかもしれない。

「ごめん、清ちゃん、望威、オレ、ちょっと用事思い出した！　帝都神社に行ってくる！」

　にこっと笑って踵きびすを返す蒼司朗に、清志朗は慌てて手を伸ばす。

「蒼くん、鞄いらないよね？」

　蒼司朗には、愛用の枝打ち斧があればいい。

「ありがと、清ちゃん！」

　持って帰ってくれる清志朗に礼を言い、蒼司朗は鞄を渡した。

「蒼司朗センパイー！」

「またなー！」

　追いすがろうとするように手を伸ばす望威に、にこやかに手を振り、蒼司朗は颯さつ爽そうと走って行った。




　帝都神社の社務所で、小お此この木ぎ神官長は難しい顔をして蒼司朗を待っていた。

「帝都にだけ、雨が降っています」

「は？」

　断言され、ピヨ四神を外に出してやった蒼司朗は目を瞬しばたたく。

「ミゴ？」

「キュウ」

「チュチュピ」

「「（しゃー）」」

　卓たくの上に支度されていた清し水みずとお菓子に向かって突とつ撃げきしかけたピヨ四神は、蒼司朗の向かいに座る神しん妙みような様子の小此木神官長に首を傾げる。

　どうぞ遠えん慮りよなくとピヨ四神を促うながし、小此木神官長は言う。

「帝都の外の者と連絡を取って確認しました」

　なんとなく穏おだやかでない雰ふん囲い気きに、ピヨ四神は清水とお菓子をチラ見してから、蒼司朗の膝ひざの上に戻った。寄り添う小さなぬくもりを、蒼司朗は両手でそっと抱だく。

　雨の中走ってきた蒼司朗に、鈴すず宮みや神官は手て拭ぬぐいを渡す。

「近きん隣りんの圏けんは、帝都のように雨続きの天候ではないそうです」




　雨が降っているのは、帝都だけ。

　そして帝都にかかる雨あま雲ぐもは、帝都の外からは見えていない。




「そんなこと……！」

　聞いたこともないし、ありえない。

　驚く蒼司朗に、小此木神官長は訊たずねた。

「砂の国から来た、留学生のあの少年は、どうしていますか？」

「どう、って、別に、普通に……」




　────雨が降っちゃうと、オレたち庭師は仕事できないけどな。

　────じゃあ、これカラ、そのお店に行きまショウ。蒼司朗センパイ、お仕事ナイですよネ？




　一週間ほど前に言ったことと、さっき聞いた望威の声が脳のう裏りに蘇よみがえり、蒼司朗ははっとする。

「まさか……」

　大学の講義の休講も、数日前に決まった。あれもこれもと関連づけるのは、とても乱暴なことだとわかっているけれど……。




　何か心当たりがあったらしい蒼司朗に、小此木神官長は小さく溜ため息いきを吐つく。

「蒼司朗くん、望威くんに会って、帝都に雨を降らせていないか、確かめてください」




　砂の国の宝石商である望威は、不思議な力を持つ色石を集めている。その不思議な色石の中に、雨を降らせる力を持つものがあるかもしれない。




　望威が色石を使って、帝都に雨を降らせているかもしれない。




「帝都はまだ、長雨に対する備そなえが十分にできていません。そして帝都に降る雨は、水気を好む蟲むしに力を与え、巨大化させる危険なものなのです」








　　　　８







　小お此この木ぎ神官長は他た圏けんの神社に連絡して、ここ十日間のお天気を確認した。

　雨が降っているのは、帝都だけだ。




　帝都に雨を降らせている雲くもは、帝都からは見えるが、帝都の外からは見えない。

　帝都で雨が降っていても、帝都の外からは雨が降っているようには見えない。帝都に入れば、雨が降っているので、あぁ雨なのかと思う。




「昼前からずっと雨でしたよ」

　鈴すず宮みや神官の言葉に、三日前から香か永なが和わの神社に使いに出ていた相あい沢ざわ神官は眉まゆを顰ひそめる。

「でも確かに帝都のほうの空は晴れてました。香永和でも雨は降らなかったし、傘かさはいらないだろうと思ったんですから」




　雨雲は香永和圏の方面から帝都へと移動する。香永和圏で雨が降れば、数時間後に帝都でもお天気が崩くずれる。香永和圏から見て、帝都の上空に雨あま雲ぐもが見えなければ、帝都はお天気がいいだろうと考える。




「ずぶ濡ぬれになるところでしたよ……！」

　帰ってくる途中で傘を都つ合ごうする羽は目めになった相沢神官は、どうにも解げせない。

　ふうと小此木神官長は溜ため息いきを吐つく。

「────神官にも感知できない異常は、困りますね……」

　何時から何時にどのくらいの雨が帝都では実際に降っていた、そのころの帝都の空を観測しても雨雲はなかった、そう突き合わせてみて、ようやく異常なことが起こっているとわかるとは。




　外から帰ってきた新しん庄じよう神官は、小此木神官長に深々と頭を下げる。

「申し訳ありません、三人とも見つけられませんでした……！」

「そんなことじゃないかと思ってました。気にしないでいいですよ」

　小此木神官長は、ひらひらと手を振る。気にしないでいいと言われても、新庄神官は気にしないではいられない。

「店に出ている入いり谷やさんや那な智ちくんはどこかに出かける用事があるかもしれませんが、望ぼう威いくんは、学校で授業を受けていたはずなんですが……」

　欠席しているわけではないのに、公こう儀ぎ隠おん密みつと神官が懸けん命めいに探しても、望威の姿はどこにも見えない。




　前回、不思議な色石を使って、帝都の公園をひとつ消そうなどと企たくらんだ望威に、こういう奇き妙みようなお天気にもできるのだろうかと、参考までに話を聞いてみようかなと思ったのだ。しかし、望威たち三人（とペットの駝だ鳥ちよう）は、帝都を出ていないはずなのに、どこにもいない。




（望威くんは、悪い子ではないと思うんですが……）

　帝都に雨を降らせて、何をしたいのかがよくわからない。




「我々にだけ見えないのかもしれないですねぇ」

　のんびり言う小此木神官長に、新庄神官はむっとする。

「そんなこと、あるはずないです……！」

「じゃあ、どう説明します？」

　にこっと微笑ほほえむ小此木神官長に、うっと新庄神官は言葉を詰まらせた。




　公儀隠密や神官は駄だ目めでも、望威が執しゆう着ちやくしていた蒼そう司し朗ろうなら、望威たちに近づけるかもしれない。

　そういう理由から柳や生ぎゆう真ま純すみに使いを頼んで、蒼司朗を帝都神社に呼びだしたのだ。




　あのとき、隣となりを歩いていた望威が、柳生真純の目には見えていなかったなんて、蒼司朗は夢にも思わない。




　帝都の学生は、外出時にも制服着用の義務がある。だが、商人や職人などの子し息そくは、家業の制服で行動しても構わない。

　帝都学園は全ぜん寮りよう制せいなので、家業の手伝いをする生徒は、学校と店と寮を往復することになる。学校から店に向かう途中に寮がある場合は、寮に寄って鞄かばんを置いたり、着替えてから店に向かう者が多い。

　望もち月づき造ぞう園えんに向かう清きよ志し朗ろうと、帝都南地区にある宝ほう飾しよく品ひん店てんに向かう望威は、いつも一度寮に立ち寄り、鞄を置いて着替えてから出かける。




　雨の中、帝都神社を走りでた蒼司朗は、清志朗と一緒に帰っただろう望威を追いかける。

「振り落とされるなよ！」

　ピヨ四し神じんが落っこちても、蒼司朗は気づかないかもしれない。

「ミギャギャ！」

「キュオー！」

「ピッ！」

「「（しゃー！）」」

　ふんと鼻息も荒あらく、ピヨ四神はしっかりと蒼司朗にしがみつく。




　道によく迷う望威は、知らない道を歩かない。こっちのほうが近いかもしれないと、近道を探すこともない。

（いつもの道を歩いているなら、寮の手前で追いつける、はず……！）

　通学路は、帝都学園高等部に近い北門から帝都城公園を出て、ぐるりと外そと堀ぼりに沿そって歩いてから、帝都東地区にある寮に向かうというルートだ。帝都神社を出た蒼司朗は、帝都城公園の中を突っ切って東門から出て、寮に向かう。




　小此木神官長の呼びだしを柳生真純から聞いた蒼司朗は、帝都神社に向かう途と中ちゆう、自分たちより後に下校した生徒とすれ違っていた。

（あの一年生、見た……！）

　水みず飛沫しぶきを飛ばさないように注意し、蒼司朗は下校する生徒の横を駆かけ抜ける。学校を出たところで、向かいから来た蒼司朗とすれ違っていた生徒は、今度は後ろから走ってきて追い抜いていく蒼司朗を見て驚く。




　追いつくまで、もう少し────。




　寮が目の前に見えてきたとき、蒼司朗は清志朗の後ろ姿を見つけた。

「……清、ちゃん……っ！」

　呼びかけた蒼司朗の声に、清志朗は驚いて振り返る。

「蒼くん!?　どうしたの？」

　雨の中、全力疾しつ走そうしてきた蒼司朗は、清志朗の横で足を止める。

「……清、ちゃん、ひとり……？　望、威は……？」

　呼吸を整えながら、声を絞しぼりだす蒼司朗に、清志朗は答える。

「望威くんは、蒼くんが行った後、すぐに用事を思い出したからって、先に帰ったよ」




　望威が一緒に帰りたかった相手は蒼司朗だ。清志朗ではない。本当に用事を思い出したのかもしれないが、適当なことを言って一人で先に帰ってしまったとしても、ちっとも変ではない。

（蒼くんの鞄を持ちたいとか、駄だ々だをこねられるかと思ったけど）

　どんなオーバーアクションで来るだろうかと、清志朗は懸け念ねんしただけに、ちょっと拍ひよう子し抜けだ。




　帰り道での買い食ぐいの誘いをしてきた望威に、他の用事があったとは、蒼司朗には考えられない。

　蒼司朗に見せる執着で、仕事もせずに遊び呆ほうけているような印いん象しようがあるが、望威はなかなか遣やり手の店長だ。用事を忘れていては、信用にかかわる。望威がうっかりと用事を忘れることのある人間なら、しっかり者の入谷と那智は、間違いのないように、学校まで望威を迎むかえに来ていただろう。

（くそ……！）

　逃にげられた。

　ついさっきまで寮に戻ろうとしていたのに、急に用事を思い出したと帝都神社に走って行ってしまう蒼司朗の姿は、いくらか不自然だ。

　やましいことがあれば、勘かんづかれたかな、と思うだろう。




「別れるときに望威くんがね、今度は蒼くんが追いかける番だ、って言ってた」




　────今度ハ、蒼司朗センパイが、ボクを追いかけル番デスね。




　望威の声が聞こえるような気がして、蒼司朗は小さく舌した打うちする。

　嫌いやなことさえされなければ、悪い少年ではないと思っているので、蒼司朗は故こ意いに望威を避さけたり、逃げたりしているわけではない。

　しかし望威の側からすれば、いつでも蒼司朗を待ち、追いかけている感じだ。蒼司朗は望威に用事はないし、忙いそがしいから望威の相手ができないだけなのだが、蒼司朗から追いかけてもらえるなら、望威は楽しいに違いない。




「蒼くんに望威くんから伝言、『黒、二十二、三、七』って」

「え……？」

　眉を顰める蒼司朗に、清志朗も困る。

「僕もなんのことかわからないんだけど……」

「他には？」

「うん、これだけだよ」

「そう……。ありがとう。ごめん、清ちゃん、部屋まで鞄、頼むね」

「ちょっと待って蒼くん！」

　にこっと微笑んで踵きびすを返そうとする蒼司朗を、清志朗は強い調子で呼び止める。

　何ごとかと、蒼司朗は清志朗に振り向く。傘と鞄で両手が塞ふさがっている清志朗は、蒼司朗を呼び止めることができて、ほっとする。

「急ぐんだろうけど、少しだけ、部屋に寄っていって。お願いだから」

　いつでも清志朗は、蒼司朗にとって具ぐ合あいがいいように計はからってくれる。蒼司朗の妨さまたげになるようなことは絶対にしない。

「？　うん」

　蒼司朗は清志朗の言葉に従って、目の前にある寮に向かう。




　こんな場所で雨の中、立ち話をしなくてもいいのに、どうしたのだろうと、気にしながら蒼司朗と清志朗の横を通り過ぎていた同じ学校の生徒が、ほっとした様子で寮に入った。




　玄げん関かんで用済みになった傘を畳たたんで置き、蒼司朗は清志朗に預あずけていた自分の鞄を持って、部屋に行く。

「雨が降ると、うちの仕事はお休みなんだけど、どうしても、っていうときがあるんだよ」

　部屋に戻った清志朗は、鞄を置き、クローゼットを開けて、ごそごそと私物の入った箱を漁あさった。

「ミギャー」

「キュイキュイ」

「ピピチュ」

「「（しゅー）」」

　同じように鞄を置いた蒼司朗から、ピヨ四神は飛びだす。

（ま、仕方ないよな）

　駆ける蒼司朗から振り落とされないよう、おとなしくくっついていてくれたピヨ四神だ。遠えん慮りよなく運動会のできる寮の個室に戻ったのだから、ストレスを発散したいところだろう。

「必要最低限の作業とかは、雨の中でもやってるよ？」

　作業途中で雨が降ってくることもある。これまでにも普通にやってきたので、今さら言うようなことではないのではと、蒼司朗は首を傾かしげる。

　弱い雨の中なら、笠かさ地じ蔵ぞうのような傘を頭につけて、作業を続行している。

「それとは、ちょっと違ってね……」

　清志朗は目当ての箱を探し当てる。

「あった！　蒼くんの！」




　清志朗がクローゼットから引っ張りだしたのは、平たくて薄い箱だ。

　箱の中には、望月造園の作業法はつ被ぴと揃そろいの染そめがなされた雨あま合がつ羽ぱが入っていた。




「これ……」

　目を瞠みはる蒼司朗に、清志朗は頷うなずく。

「サイズは合わせてあるから、大丈夫だよ。蒼くんのは、本当は梅つ雨ゆに入ってから、出すつもりだったんだけどね」




　いつも着ている屋号の入った法被は、撥はつ水すい加工がしてあるので、弱い雨なら染しみこまない。だが、それで間に合わないような雨の中でも、理由があって強行して作業しなければならないときもある。そのときのために用意しているのが、この雨合羽なのだ。帝都城お抱かかえ庭師・望月造園の作業は、決して楽ではない。




「これを着ていって。傘を差して、じゃ、動きにくいでしょう？」

　にこっと微笑んで、清志朗は蒼司朗に雨合羽を差しだす。

　蒼司朗は愛用の枝えだ打うち斧おのも持っているので、傘を差すと両手が塞がってしまう。雨合羽なら、枝打ち斧を使う蒼司朗の動きを妨さまたげることもない。

「────ありがとう、清ちゃん……！」

「作ってくれたのは、父さんだよ」

　清志朗は受け取って預かっていたのを出しただけだ。

（ありがとう、伯お父じさん）




　職人の仕事は、学校のように指し導どうの時間があって練習しながら上じよう達たつするというのではなく、上級者の作業を見て、技術を盗ぬすみ、覚える。

　たいした役にも立たない見習い庭師なんて、雨の中でやる作業の一員に加えるだけでも足手まといのはずだ。作業できる装しよう束ぞくを身につけて、近くで見せてもらえるとは、思ってもいなかった。




　感謝しながら蒼司朗は雨合羽に袖そでを通す。

　蒼司朗用に誂あつらえた雨合羽は、着き丈たけも袖丈もちょうどよかった。

「ミギュン」

「キュオキュオ」

「チュピッ」

「「（しゅー）」」

　思い思いに部屋の中で遊んでいたピヨ四神が、いいものを着た蒼司朗を近くで見ようと寄ってきた。

　蒼司朗の視線を追って、ピヨ四神の居場所を感じ、清志朗は微笑む。

「これで濡れないよ」

　蒼司朗と一緒にいるピヨ四神も。

「うん！」

　大きく清志朗に頷いて、蒼司朗は気を引き締める。




　追いかけろと言うなら、追いかけて、捕つかまえなくてはならない。

　黒、二十二、三、七。

（あれが居場所だ）

　奥庭の四神を連れている、蒼司朗に向けて出された謎なぞ。

（『黒』なら『玄げん武ぶ』）

　守しゆ護ご領りよう域いきは帝都北地区だ。数字はおそらく番地。




　蒼司朗は壁かべに立てかけていた枝打ち斧を握にぎる。

「行ってくる」

「うん。気をつけてね、蒼くん」

「ミギャ」

「キュイ」

「ピピ」

「「（しゅー）」」

　出かける蒼司朗に飛びつくピヨ四神の鳴き声が聞こえ、清志朗にも姿が見えた。

　結けつ界かい領域でもないのに姿が見えるのは、ピヨ四神の特別な計らいだ。

（蒼くんを、お願いします）

　任せておけとばかりに、きょろんと顔を見せたピヨ四神に、清志朗は心から祈いのった。




　雨合羽のフードを被かぶり、寮を出た蒼司朗は、雨の中、帝都北地区に向かって走る。

「おぉ！　快調！」

　傘を持つよりも、格段に動きやすい。そして、ピヨ四神も濡れない。

「ミギャギャギャー！」

「キュイキュイキュオォ！」

「ピルルルルルルルル！」

「「（しゃーしゃー！）」」

　雄お叫たけぶピヨ四神は、しかし事態がよくわかっていないかもしれない。




　帝都北で、区域は間違っていないだろうと思ったが、番地だろう数字には、いくらか用心しながら蒼司朗は指定された場所に行く。

（順番どおりなら、このあたり……）

　その番地は、住じゆう宅たく街がいから少し外はずれた竹たけ藪やぶだ。

「ピイ！」

　蒼司朗の頭の上、フードの下にもぐりこんでいたチビ朱す雀ざくが、鋭するどい声で鳴いた。

（なんだ!?）

　枝打ち斧を構え、蒼司朗はチビ朱雀が知らせたほうに振り向く。

　人がいるらしい気配はない。

　望威のように身長の高い外国人の男性が、このような場所をうろうろしていたなら、きっと目立って仕方がない。なぜそこにいるのかがわからなければ、近きん隣りんの者に不ふ審しん者しや扱いされるだろう。

「「（しゅー）」」

　雨合羽のポケットから顔を出したチビ玄武が、竹藪の地面を、円つぶらな瞳ひとみで見つめた。

「……ん？」

　草の陰かげに、何かある。

　近寄ってしゃがみこんだ蒼司朗は、草を分けて覗のぞきこむ。




　雨を避さけるように草の上に置いてあったのは、二つ折りになった小さなメモ用紙だった。

　メモ用紙を拾い上げた蒼司朗は、それを広げる。

　墨すみでもインクでもない黒い硬こう筆ひつっぽいもので、文字が記しるされている。




『水　五　十二　九』




　間違いなく望威が蒼司朗に宛あてたものだ。

「追いかけろって？　ったく……！」

　蒼司朗はメモ用紙を持って立ち上がる。




（水は青せい龍りゆう……！）

　次は帝都東地区だ。

　雨の中、蒼司朗は次の場所に向かう。




　そして行き着いた先で、蒼司朗はまたメモ用紙を見つけた。








　　　　９







　望もち月づき造ぞう園えんの見習い庭師として、どこにいる顧こ客きやくにも対応できるように帝都の町を把は握あくしている蒼そう司し朗ろうは、番地でおおよその場所を推すい測そくできる。

（道路を五つ越えた先で、西に曲まがる────）




　帝都東地区にある帝都学園高等部の学がく生せい寮りようから帝都北地区の竹たけ藪やぶまでは、それほど離れていなかった。次に指定された帝都東地区の川も、帝都北地区の竹藪から、そんなに離れていない。しかし、その次に指定された場所は帝都南地区であり、結構な距離があった。

　これはもう、『隠かくれん坊ぼう遊び』のレベルではない。




「いつまで続ける気だ……!?」

　ゴールがまったく見えない。




　これが帝都城公園の中ならば、端はしから端まで移動するのは自分の足を使わなければならないが、帝都の城下町なら、乗り合いバスを使ったほうが効こう率りつよく移動できる。帝都を巡じゆん回かいする路ろ線せんバスは本数が多くて利用しやすいし、帝都の学校の学生証は、バスの無料パスとして通用する。

　体力温存のためにも、蒼司朗はバスを乗り継ついで帝都を移動することにした。




　竹藪、川、卸おろし売うり市場、水族館、公園の花か壇だん────。

　望ぼう威いの残したメモに従って、帝都の移動を続けながら、蒼司朗は首を傾かしげる。

（なんだろう……）

　規き則そく性が見えない。そして、人が多い場所であっても、望威の残したメモが他の誰だれにも見つからずに残っていることが、どうにも不自然だ。




「キュイキュイ！」

　チビ青せい龍りゆうに教えられ、蒼司朗は営業中の銭せん湯とうの暖の簾れんの上に引っかけるようにして置いてあったメモを見つけ、それを枝えだ打うち斧おのの先で引っかけた。ひらりと落ちてきたメモを、蒼司朗はしっかりと受け止める。

（次は……）

「ピ！」

　客の邪じや魔まにならないよう、端に寄ってメモを開こうとした蒼司朗の頭上で、チビ朱す雀ざくが鋭するどい声で鳴いた。

「っ！」

　はっとした蒼司朗は、移動先にいた人とぶつかってしまった。

　蒼司朗は雨あま合がつ羽ぱを着ているので、ぶつかったなら相手を濡ぬらしてしまう。湯を使いに来たとしても、帰りにも着るだろう衣服を濡らされては迷めい惑わくだ。

（ヤバ……！）

　メモに振り回されるように移動を続けていた蒼司朗は、いくらか疲れが出てきて、周りへの注意が疎おろそかになっていたのかもしれない。




「すみません！」

「え？」

　大おお慌あわてで先に相手から謝られて、蒼司朗は驚いて顔を上げる。




　蒼司朗がぶつかったのは、忍しのび装しよう束ぞくを着た若い男性だった。雨天の忍び装束は防ぼう水すい仕様なので、傘かさは持っていない。蒼司朗とぶつかっても、衣服に雨水が染しみて困ることはない。

（公こう儀ぎ隠おん密みつ候補生の人……）

　忍び装束で覆おおった顔の隙すき間まから覗のぞく澄すんだ瞳ひとみには、まだあどけなさがあり、身体からだの線が細い。成人していないだろうと思われる彼は、蒼司朗とほとんど年ねん齢れいが変わらない少年だ。

　蒼司朗の警けい護ごについていてくれたのだろうかと思ったが、奥庭の四し神じん様という最強の守しゆ護ご神しんがついている蒼司朗に、警護は無用だ。

　蒼司朗に謝った公儀隠密候補生は、飛び退のくように離れた。その際に、蒼司朗が持つメモを気にしているのがわかった。

（ひょっとして、このメモ、探せなかったのか？）

　思ってもいなかった事態に、蒼司朗は驚く。




　公儀隠密は視力も優すぐれているので、相手に気配もなく近づき、気づかれないまま素す早ばやく手元を覗のぞきこんで情報を得ることなど造ぞう作さもない。蒼司朗が見つけたメモを一度覗いたなら、次の場所がわかる。ピヨ四神と一緒でも、一人で行動している蒼司朗よりも、人海戦術を使える公儀隠密は早く探しものができるだろう。

　だから、望威のメモを見つけながら進んでいた蒼司朗より、公儀隠密が先回りして次のメモを見つけ、先に進んでいてもおかしくはない。公儀隠密なら、メモが示す場所の最終地点にいるだろう望威を、先に見つけられる。

　だが、望威がこの『遊び』に誘った相手は蒼司朗だ。他の者が出て行くのはよくない。途中を飛ばして最終地点を蒼司朗に知らせることができても、あえて手順を踏ふまされているのだろうと思っていたのだが、現実はどうやら違っていたようだ。




　今、蒼司朗がぶつかった一瞬でも、あの位置と角度なら、公儀隠密候補生にはメモに書かれた文字が読み取れたはずなのに、メモを気にしている。

（文字が見えてない────？）

　信じられないことだが、書かれていた文字を読み取っていたなら、公儀隠密候補生はメモに気持ちを残さないだろう。




　気づかれないようにこっそりと後をつけるはずが、蒼司朗とぶつかってしまうなんて、とんでもない大だい失しつ態たいだ。

　急いで離れようとする公儀隠密候補生に向かって、蒼司朗は言う。

「虎とら、八、一、十七、です！」

　大きく目を見開き、びくっと肩かたを震ふるわせた公儀隠密候補生は、蒼司朗に向き直って、勢いよくお辞じ儀ぎした。

「ありがとうございます……！」

　礼を言った公儀隠密候補生は濡れた装束から水みず飛沫しぶきを飛ばすことなく、素早く身を翻ひるがえした。駆かけ去る背中は、雨の紗しや幕まくに隔へだてられ、一瞬で見えなくなる。

　雨で濡れた道に残る足跡は、蒼司朗のものだけだ。ついさっきまで、側に誰だれかがいたような痕こん跡せきはない。これが本来の公儀隠密候補生の行動だ。




（この紙はオレにしか見つけられないし、読めないものなのかもしれない）

　ピヨ四神は蒼司朗を守護する神なので、存在位置は等ひとしく、その他の者たちとは違う。

　蒼司朗が見つけるものと限定されているならば、どんな場所でも誰にも触れられずメモが残っていることにも納得がいく。

　蒼司朗にぶつかった公儀隠密候補生は、蒼司朗の手にあるメモに書かれているものを読み取れないかと焦じれて必死になっていたから、蒼司朗に近づきすぎてしまったのだろう。彼が優秀で、すぐ近くにいても気配を感じ取れなかったから、蒼司朗はそちらに移動して、ぶつかってしまった。

　先回りしても徒労に終わるだろうが、蒼司朗は公儀隠密候補生にメモに書かれていたことを教えずにはいられなかった。




　雨は水気を好このむ蟲むしを活性化させる。この予想外の雨は、雨への備そなえができていない帝都を危険にすると小お此この木ぎ神官長は言っていた。きっと帝都中の神官や、警察官、消防団員が、帝都民の安全を守るために、警けい戒かいを始めている。

　一いつ刻こくも早く、帝都に雨を降らすことをやめさせなければならない。




（望威……）

　強く降りしきる雨の中、蒼司朗は唇くちびるを嚙かむ。

（お前は何がしたいんだよ……!?）

　蒼司朗に構ってほしい、一緒にいられる時間を作りたいと考えているのなら、これはやりすぎだ。

（────『緑の石』……）

　宝石商であり、不思議な力を秘めた色石を集めている望威は、蒼司朗の持つ家宝の石に強い興味を示している。




　虎が示すのは、白びやつ虎こが守護する帝都西地区。

　メモに記された場所に直行できる路線はないが、バスを乗り継げば大丈夫だ。

　バスに乗っていくらか進んだところで、蒼司朗の頭上に乗っていたチビ朱雀が動いた。

「ピィ！」

「え？」

　チビ朱雀が見つめているのは、車窓の外。不偲池しのばずのいけの遙はるか向こう岸ぎし────。

（望威！）

　池の畔ほとりの休きゆう憩けい所じよに、背の高い異国の少年がいる。

　このままバスに乗っていれば、不偲池から遠ざかってしまう。蒼司朗は次の停てい留りゆう所じよで慌あわててバスを降りた。ぐるりと池を回れば、望威のいる場所に行ける────！




　望月造園の使いとして、預あずかりものの盆ぼん栽さいを植うえ野ののお客様の家に届けた清きよ志し朗ろうは、帰りのバスを待っていたバス停で、弱くなった雨の中、不偲池の遊歩道を駆けていく蒼司朗の姿を見つけた。




「蒼くん……」

　遠目でも、大切な従い兄と弟この姿は見間違えない。雨合羽を渡して寮から送りだしたときとは雰ふん囲い気きが違う蒼司朗に、清志朗は眉まゆを顰ひそめる。

　あれから時間が経たったから、という理由での変化ではない。何か、思い詰める方向での、気持ちの変化があった。

（蒼くん────！）

　蒼司朗はいつも一人で戦っている。清志朗はいつでも、許された距離から蒼司朗を見守り、応おう援えんすることしかできないけれど。




　清志朗はバス停を出て、蒼司朗を追った。




　休憩所のベンチに腰こしかけた望威は、ぼんやりと不偲池を眺ながめていた。

　いつもなら池にはボートが何なん艘そうか浮いているのだが、植野周辺は午後から雨足が強くなったので、今日は池でボートに乗っている人の姿はない。遊びに来る人がいないので、休憩所も閑かん散さんとし、望威の他には誰もいない。

（ここにはボクの国にナイものがある）

　欲ほつしても得られないもの。

　望威は左の掌てのひらに載せた『青の石』を、ころりと転ころがす。

『青の石』を使えば、ここでは簡単に雨が降る。豊かな恵みをもたらす慈じ雨う。からからに乾かわいた砂の国では、『青の石』を使っても、わずかな雨しか降らない。降り注そそぐのは、あの地で落とした、数人分の命の水だ。




「────望威！」




「……蒼司朗センパイ……」

　顔を上げた望威は、泣き笑いのように顔を歪ゆがめ、ベンチから腰を上げた。

「早かったデスね」

「向こう岸の道から、ここにお前がいるのが見えた」

「アァ、なるほど」

　メモを置いてきた場所、すべてを回ってきたのではないなら、早くて当たり前だ。

「追いかけっこはおしまいだ。雨もこれでおしまいにしてくれ」

「ソウですネ」

　望威は頷うなずく。

　他の者には見えなくても、『許している』蒼司朗には望威の姿が見える。蒼司朗が望威に追いついてしまったなら、追いかけっこはおしまいだ。

「雨ハもうスグ、やみますヨ」




　望威は不思議な力を持つ石を使って帝都に雨を降らせていたが、やめるとしても、上空から落ちた後の雨粒まで、この瞬間にすべて消えてなくなるものではない。




　ちゃんと望威と向かい合って話せるように、蒼司朗は小雨の中、雨合羽を脱ぬいだ。

　雨に濡れないよう、ピヨ四神は雨合羽でくるりと保ほ護ごされて、遊歩道のベンチの上にそっと置かれる。

「ミギャ？」

「キュウ」

「ピチュン」

「「（しゅー）」」

「うん。そこにいて」

　どうしたのと見上げるピヨ四神に、蒼司朗は優しく微笑ほほえむ。




（オレが育てるのは、優しい神様なんだ）

　揺ゆれる心に触ふれさせてはいけない────。




「望威、お前がオレといる時間を作りたいのは、この『緑の石』が欲しいからだろう？」

　より親しくなって、交こう渉しようを進めるための時間。付き合いが浅いときには頑かたくなに拒こばんでいても、親密になり情が移れば、自然と態度は軟なん化かする。




　襟えり元もとに手を入れ、蒼司朗はペンダントにして首にかけている『緑の石』を外に出した。




　きらりと輝かがやいた『緑の石』に、望威は思わず息を吞のむ。

「ソレ────！」

「オレは！」

　大きな声を出した蒼司朗に、『緑の石』を求めてふらりと近づきかけた望威は、ぎくりとして足を止めた。

「自分の都つ合ごうで、たくさんの人に迷めい惑わくをかける奴やつなんて嫌いだ！」

「……エ……？」

　望威はきょとんと目を瞬しばたたく。




　望威にとって雨は、豊かさを象しよう徴ちようする恵みだ。

　どんなに願ってもお湿しめりをもたらす程度の雨しか降らない場所に生まれ育った望威は、雨が災さい害がいをもたらす恐おそろしいものだと知らない。

　帝都に降る雨が、水気を好む蟲を活性化させる危険なものだとは知らない。




「オレはこの石を譲ゆずる気はない。そう言ったはずだ」

　造園業を営いとなむ望月家の大切な家宝であり、蒼司朗にとっては両親の形見でもある『緑の石』。悪用されればどんな災さい厄やくをもたらすかしれない、不思議な力を秘めた石を他者に譲り渡す気はない。

「ソレでも、ボクは……！」

「────どうしてお前みたいな奴が、このオレから取り上げようとするんだ……!?」

　絞しぼりだすように言って、視線を落とした蒼司朗は枝打ち斧を握にぎる右手に力をこめる。




　背が高くて、誰もが振り返るような整った容よう貌ぼうで、外国から留学できるほど、経済的にも恵まれていて、頭ず脳のうも優秀で。高価な宝石を扱う、宝ほう飾しよく品ひん店てんの店長で。帰る家があって、迎むかえてくれる人がいて、家族以外に大切に思ってくれる人が二人もいて、ペットがいて。

　望威はどこにでも行ける。皆みなから認められ、求められる。




（でも、オレには……）

　亡なくなった両親が残してくれたのは、庭師の作業道具である一本の枝打ち斧と『緑の石』。身長が低いことで、蒼司朗はどこに行っても初対面から侮あなどられ、軽かろんじられる。そして庭師としても神官としても、半人前ですらない。




　蒼司朗が羨うらやむものをなんでも持っていて、何ひとつ不自由しないだろう恵まれた者が、蒼司朗の持つ、価値あるただひとつのものを欲するなんて────。




　細く降り注ぐ雨の中、俯うつむいたまま、蒼司朗は身体からだを細かく震わせる。

「────帝都に危険をもたらす石なんて、いらない……！」




　身を切る思いで蒼司朗が吐きだした言葉に、清志朗は胸むねを詰まらせる。

　あの石は、清志朗が思っているよりもずっと、蒼司朗にとって大切な、思い出のあるものだ。

　思い入れがあるからこそ、帝都に禍わざわいをもたらす元げん凶きようにはしたくない。

「蒼くん……」




　声が聞こえて、清志朗が近くにいたことに気づいた蒼司朗は、はっとして振り向く。




　蒼司朗を心配して追いかけてきてよかったと、清志朗は思う。

「蒼くんの思うようにすればいい。僕はそれで構わない」

　まっすぐに顔を上げた清志朗は、蒼司朗を見つめてきっぱりと言った。




（清ちゃん……）

『緑の石』は蒼司朗の手に渡ったが、そもそもは望月家の家宝で、望月造園の次代を担になう清志朗と蒼司朗のものだ。蒼司朗の一存でどうこうしていいものではない。だが、清志朗は蒼司朗の背中を押した。

『緑の石』がなくても、清志朗は帝都一の庭師になる。努力で夢を叶かなえる蒼司朗を信じている。




　顔を上げた蒼司朗は、枝打ち斧の刃やいばに被せていた布を取り去った。

　そして『緑の石』のペンダントに手をかけ、その紐ひもを引きちぎる────！














　蒼司朗の言っていることがいまひとつ理解できず、見つめることしかできなかった望威にも、この行動の意味することはわかった。




「ダメ！　ヤメテくだサイッ!!」




　絶ぜつ叫きようした望威に呼応するように────。




　ガラガラピシャーン!!




　閃ひらめいた稲いな光びかりが、植野公園に落ちた。




　目も眩くらむ閃せん光こうと、耳をつんざく轟ごう音おんに、びくりと蒼司朗たちは身を震ふるわせる。

　三人のすぐ近く、雷かみなりの落ちた植野公園から、炎が上がった。




「な……!?」

　蒼司朗と清志朗は突然のことに驚く。

　望威は、手に握り締めたままだった『青の石』から伝わった手て応ごたえに、ぎくりとした。

（今のハ、ボクが……）




　不思議の色石は、触れている者の心に影えい響きようを受け、力を発動させる。

　望威にそのつもりはなくても、石によって落らく雷らいは起こされた。




　帝都は雨による水で『繫つなげられて』いる。

　悪意でも動どう揺ようでも悲しみでも、激しく荒あらぶるものに、水に潜ひそむ蟲は刺し激げきを受ける。




　凝ぎ集しゆうに時間はいらない。




「キシャアァァッ！」

　不偲池から、これまで見たこともない形の、醜しゆう悪あくで巨大な蟲が姿を現した。




　突然真後ろから聞こえた哭なき声に振り向いた望威は、驚きよう愕がくする。

「ウ、ワァァァァッ！」

「望威くん！」

「下がって！」

　植野公園で燃える炎の光に照らされた、見たこともない化け物に恐きよう怖ふする望威に清志朗が駆け寄り、枝打ち斧を握った蒼司朗は二人を庇かばって敢かん然ぜんと前に出る。




　望月造園の庭師見習いとして、『蟲呼びの夜』の後片づけの仕事に加わっている清志朗は、蟲のことを知っている。

　奥庭の四神様の加護を受ける天の戦士である蒼司朗は、これまでに何度も蟲と直接対たい峙じし、戦っている。




「ミギャギャギャー！」

「キュイキュオキュオ！」

「ピピルルルピピ！」

「「（しゃーっ！）」」

　ベンチに置かれていた雨合羽から、ピヨ四神が飛びだした。




「お庭番、望月蒼司朗、参る！」
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　あまりにも自分の持っている常識からかけ離れた事柄は、事実として認識されない。

（コレは……）

　望ぼう威いは目の前で装しよう束ぞくを変えた蒼そう司し朗ろうを、呆ぼう然ぜんと見つめる。

　帝都南公園で色石を使って地面から蟲むしを出してしまい、身動きできなくなってしまったとき、神官と一緒に助けに来てくれた蒼司朗のことは、幻げん覚かくか夢でも見ていたのだろうと思っていた。




　七色の光に包まれた蒼司朗は、光の卵から真しん紅くの翼つばさを持つ華か麗れいな戦士となって生まれる。

　職人の作業道具にすぎなかったものは、立派な戦いくさ斧おのとなって、蒼司朗の手に握にぎられている。




　あのときと同じ姿の蒼司朗が、目の前にいる────。




（こんな、コト……）




「いけない！　望威くん、下がって！」

　四し神じん変化して天の戦士となった蒼司朗を熱に浮かされたような瞳ひとみで見つめ、ふらりと前に出そうになった望威を、清きよ志し朗ろうが力をこめて引き戻す。




「シャアァァァッ！」

　岸がけに上がろうと向かってくる蟲の動きで、不偲池しのばずのいけの水面が大きくうねり、高い波が押し寄せる。




「っ！」

　二人の盾たてとなって前に出た蒼司朗は、大きく戦斧を打ち振り、押し寄せる波を斬きり払う。

　左右に割れた波が、清志朗と望威の横で砕くだけ散った。波が激げき突とつした休きゆう憩けい所じよやベンチ、そして波に運ばれて放り上げられたボートは、粉ふん砕さいされて元の形もわからない屑くずと化す。




（くそ……！）

　蒼司朗は蟲を見据え、唇くちびるを引き結ぶ。

　背後に二人を庇かばっている状態では、動けない。だが、濃い瘴しよう気きに塗まみれた蟲に触ふれた池の水は、防ぼう御ぎよ結けつ界かいで身を守ることのできない者には猛もう毒どくにも等ひとしい。

　飛沫しぶきを浴あびただけで、清志朗と望威の身は腐くさり爛ただれるだろう。




「シャアァァァッ！」




　迫せまりくる蟲の前を横切るように、一条の光が走った。




（えっ？）

　目を瞠みはる蒼司朗の前で、光の軌き跡せきに添って、ごぼりと蟲の身体からだが削けずられる。

（あれは……）

　あの光は────。




「玄げん武ぶ凍とう攻こう、渦か潮ちよう封ふう結けつ！」

　瞬時にして凍いてつき、高く盛り上がった水が、強きよう固こな壁かべとなって清志朗と望威の前にそびえ立った。

　凍こおりついた水から、ふわり、柔らかく白く弾はじけたのは、四神の戦士の放つ清せい浄じような気。




「こんにちは。いや、こんばんはかな？」

　凍てついて高く盛り上がった波は頭とうに立つのは、帝都を守しゆ護ごする玄武の戦士だ。




「蔵くら田た先輩……！」

　見上げた蒼司朗に、玄武の戦士の鎧よろいを纏まとう蔵田実さね親ちかは、朧おぼろに霞かすむ月を背に、にこりと微笑ほほえんだ。

　不偲池は岸きし辺べから池の中心にいる蟲に向かって、ばきばきと音を立て、大きな氷の塊かたまりをいくつも盛り上げながら凍りつく。




（さっきの、光は────）

「ぼーっとしてんじゃねぇよ、チビ！」

　蒼司朗の眼前に飛んできた氷の塊が、鋭するどい鉤かぎ爪づめによって砕け散った。

　一瞬目の前を横切って見えたのは、白びやつ虎この戦士の鎧と、鋭い目をした少年。

（篠しの原はら……！）

　蒼司朗は戦斧を握にぎり直す。




「ギ、イィ……！」

　池の水面から出していた蟲の身体の上半分、光の軌き跡せきに抉えぐられ、残っていた上部が、重みに負けてぐらりと傾かしぐ。




「青せい龍りゆう斬ざん撃げき、剣けん乱らん破は砕さい！」

　向かいの岸辺から恐おそろしい勢いで放たれた何百という白はく刃じんが、巨大な蟲を斬り裂さいた。




　切り裂かれ、激しく身み悶もだえた蟲から、体液が飛び散る。

　池の奥から、巨大な蟲に吸収され損そこなった無数の小さな蟲が飛びだす。




「油断しないで！」

　蒼司朗の前に真紅の翼を広げた美女が飛来し、たおやかな手に持つ羽は根ね扇おうぎを大きく振り動かす。

「朱す雀ざく炎えん舞ぶ、劫ごう火か招しよう来らい！」

　羽根扇から放たれた渦うず巻まく紅ぐ蓮れんの炎が、巨大な蟲から飛び散った体液を、瞬時にして蒸じよう発はつさせた。




　鈴が打ち鳴らされ、神官による祝詞のりとが唱となえられる。

　一帯に満ちていた瘴気が浄化され、すっと光量が増したように感じられた。




「もう大丈夫ですよ、蒼司朗くん」

　玉たま串ぐしを持って現れた小お此この木ぎ神官長が、にこりと微笑んだ。

「間に合ってよかったです」

　ぶりぶりに元気な巨大な蟲は、いくら奥庭の四神様の加か護ごを受けた天の戦士であろうとも、まだ蒼司朗一人の手には余る。

　しかも、清志朗たちを庇い守らなければならないのなら、なおさらだ。

「よくがんばりましたね」




　労ねぎらわれ、蒼司朗は肩かたに入っていた力を抜いた。全身がちがちに緊きん張ちようしていたのだと、わかった。




　公こう儀ぎ隠おん密みつの柳や生ぎゆう真ま純すみは、望威を追いかける蒼司朗を密ひそかに追つい跡せきしていた。

　望威の残したメモに従うのではなく、思いついたように突然バスを降りた蒼司朗を追った柳生真純は、偲ばずの池の近くにいた望威を発見し、小此木神官長たちに知らせた。

　そしてそのすぐ後に、植うえ野の公園に落らく雷らいがあって火の手が上がり、帝都中に分散していた蟲と瘴気が偲ばずの池に引き寄せられ、凝ぎよう結けつして、巨大な蟲と化したのだ。

　雨によって俄にわかに活性化した、水気を好む蟲に警けい戒かいしていた小此木神官長は、四神の戦士たちにただちに不偲池に向かうよう命めいじた。




「我々が来たからには、もう安心ですよ」

　雄お々おしく駆かけ寄った体格のいい神官が、悠ゆう然ぜんと立ちはだかって、その背後に清志朗と望威を庇った。軽々と振り回された真新しい太い金かな棒ぼうが、飛びかかって来た小さな蟲を、容よう赦しやなく払い除のける。

「────新しん庄じよう神官……！」

　清志朗は頼もしい神官の存在感に、ほっとする。

　同じく背を向けて庇い立っても、見るからに剛ごう腕わん無む双そうという迫はく力りよくに満ちた神官の、大きな背中が与える安あん堵ど感かんは、小こ柄がらな蒼司朗とは比ひ較かくにならない。四神の戦士のように特別ではない、一般の武ぶ闘とう派は神官であろうとも、鎧のように強固で力に満ちた厚い筋肉は、熱気さえ放って、わかりやすく他者を圧あつ倒とうする。




「失礼します」

　断りを入れて、鈴すず宮みや神官は清志朗と望威に近寄る。タッチする勢いで素す早ばやく触ふれた鈴宮神官の手が、清志朗の腕うでと望威の胸むな元もとに、穢けがれを祓はらう護ご符ふを貼りつけた。

（あ……）

　奥庭の四神と四神変化して天の戦士になり、懸けん命めいに庇っていたものの、まだ一人前の神官ではない蒼司朗に、自分以外を十分に守れる器用な霊力の使い方はできない。

（コレは……）

　強力な浄じよう化かの力を持つ護符の加護を受け、清志朗と望威の身体にかかっていた鈍にぶい重みが、すっと消え失うせた。足が軽くなった気がする。




「歩けますか？」

「少し急ぎます。いいですね？」

「はい」

「……エ……？」

　救急隊員の制服に身を包んだ公儀隠密候補生・柳生蘭らん丸まると藤ふじ丸まるが、手を貸して引っ立てるようにして、清志朗と望威の二人を、安全な場所へと速すみやかに強制的に誘導した。




（現場に居合わせた、一般の人の安全確保、と）

　小此木神官長は頷うなずく。




　サイレンを鳴らして急行した消防車が、少し離れた場所で停まり、植野公園の火か災さいの消火活動を開始した。

「動物園に被害はありません！」

　姿は見えないが、柳生真純の声が知らせた。

　落雷によって檻おりが破は壊かいされ、炎に追われた猛もう獣じゆうが帝都の町に逃にげだすという事態は、幸さいわいにも免まぬがれたらしい。




　篠原勇ゆう輝きたち四神の戦士は、慣れた様子で効こう率りつよく的確に正確に、蟲の力を奪っていく。

　鮮あざやかな手て際ぎわは、まだ蒼司朗の真ま似ねできるものではない。

（オレは、オレのできることを）

　一歩一歩着実に、経験を積んでいけばいい。




「蒼司朗！」

　呼ばれ、蒼司朗はしっかりと戦斧を握り、真紅の翼を広げて地を蹴ける。




　最後の一いち撃げきは、天の戦士による浄化だ。




「四神演えん武ぶ、削さく螺ら送そう！」




　蒼司朗の戦斧が虹色の軌跡を描えがき、放たれた虹色の光に触れた蟲の身体は、細かな光の粒となって解とけた。




（これで、終わり────）

　ふっと微笑んだ蒼司朗の身体から、天の戦士の鎧が消えた。




「えっ!?　ちょっと、蒼司朗くん!?」

　驚いた芙ふ蓉よう薫かおる子こが手を伸ばすが、天を翔かける美び麗れいな乙女おとめのしなやかな手は、少年の身体を捕つかまえることはできなかった。




「何気ぃ抜いてんだ、この馬鹿チビ!!」

　誰だれより早く移動できる白虎の戦士は、落下する蒼司朗をしっかりと受け止めた。




（なんだよ、おい……）

　四神変化を解いた篠原勇輝は、目を閉じて力なく抱かかえられた蒼司朗を見つめる。

　学年一小柄な少年は、物理的な大きさはこれまでと何も変わらないはずなのに、なぜだかひどく小さく見えた。




「ミギュ……」

「キュウ」

「ピ……」

「「（しゅー）」」

　蒼司朗の胸むねの上に乗ったピヨ四神は、そっと慰い撫ぶするように蒼司朗を小さな舌したで舐なめ、身を寄せる。




　劣れつ等とう感かんに苛さいなまれるから、蒼司朗は努力しないではいられない。羞しゆう恥ち心しんを刺し激げきされるから、ちゃんとできるようになって認められたい。

　自分に何もないことは、蒼司朗自身が誰よりよくわかっている。




　────どうしてお前みたいな奴が、このオレから取り上げようとするんだ……!?




　自分から『可哀かわいそうな人』になりたい者はいない。他者と比ひ較かくして、たとえそうであっても、それを認めたくはない。




　心の深しん淵えんから取りだされた蒼司朗の言葉は、清志朗の胸も深く傷つけた。




「蒼くんを虐いじめることは、この僕が許さない……！」




　四人部屋で使われている三つの寝しん台だい。

　念のためにと救急車で運ばれた帝都大学附ふ属ぞく病院で、後から篠原勇輝の手で連つれられてきた蒼司朗に付き添い、寝台から出た清志朗は、背を向けたまま硬い声で望威に言った。

　穏おだやかで人当たりの柔らかい清志朗が発するような声ではなかった。

　家が近く、同じ学年に生まれて、清志朗と比較的近い位置で育ってきた篠原勇輝が、生まれて初めて聞く声だ。




「……」

　蒼司朗が横たわっている寝台の、隣に置かれた寝台に腰こしかけた望威は、膝ひざの上で指を組み、顔を上げて蒼司朗と清志朗を見られないという様子で、視線を床ゆかに落としていた。




　腕組みし、戸口にもたれている篠原勇輝は、ただ黙だまって蒼司朗を、清志朗を見つめている。




　引きちぎったことで歪ゆがんでしまった留め具を直し、清志朗は『緑の石』のペンダントを、そっと蒼司朗の首にかける。

（これはやっぱり、蒼くんが持ってて）




「ミギュン……」

「キュウ」

「チュピ……」

「「（しゅー）」」

　どんな些さ細さいなことも見み逃のがさないよう検査したが、四神変化を解いて意識を失ったままの蒼司朗に、具合の悪いところはない。

　ただ疲ひ弊へいして、静かに目を閉じている。

　必要な休きゆう息そくを得るため、横たわる蒼司朗に、ピヨ四神は寄り添う。




　霊力のない清志朗に、ピヨ四神の姿は見えないけれど、蒼司朗を心配する優しい気配は、はっきりと感じられる。




　後始末を神官たちに任せ、芙蓉薫子たち三人を伴ともない、蒼司朗の様子を見に来た小此木神官長は、深く溜ため息いきを吐つく。

「ごめんなさいですむことではないようですね」




　知らないから、望威は帝都を騒さわがせる事件を起こす。

　それは易やすく教えられるような事柄ではないから、知らなくても仕方がない。




「謝ったって許されないことだって、ありますよ」

　安あん藤どう奏かなでは、ふんと横を向く。




　常識や環境が違う人間に、自分たちと同じ価値観や反応を期待することはできないとわかっている蔵田実親と芙蓉薫子は、あえて口を挟はさまない。




「……許サレなくても、かまいマセン……」

　床を見つめたまま、望威は言う。




「欲シイ物が手に入らないナラ、何も持たナイのと同じデス……！」





了










　　　　ようこそ帝都へ







　帝都城で生まれ育つ若様は、帝てい位いにつくまで、帝都の一般の子供たちと同じように学校に通い、習いごとやクラブ活動をする。町に出て自由に買い物をしたり遊んだりして、帝都民の生活と暮らしを知り、見けん識しきを広げる。

　帝都には、若様と同級生だったり、同じことをして遊んだり、同じものに触ふれたことのある子供が大勢いる。




「今期の若様……、映璃はゆり様の場合、可愛かわいらしすぎるのがちょっと問題よのう」

　公こう儀ぎ隠おん密みつ・柳生やぎゆう一族の充じゆう兵べ衛え翁おうは、やれやれ困ったものだと溜ため息いきを吐ついた。




　若様は大だい英えい皇こう国こくから輿こし入いれした金きん髪ぱつ碧へき眼がんの帝てい妃ひにそっくりな、とても綺き麗れいな顔だちをした金髪碧眼の男の子だ。髪かみと目の色で、とにかく目立つことに加えて、華がある。




　充兵衛翁の言葉に、毎月恒こう例れいの食事会に集まった公儀隠密たちは、深く頷うなずく。

「若様に人気があるのは、次期帝みかどとして大変喜ばしいことですが、見せ物のような気分で接せられるのは、いかがなものかと！」

「若様を脅おびえさせるような大声や奇声、人だかりは厳きびしく取り締まらなくてはいけません」

「若様のお姿が見えて、嬉うれしいのはとてもよくわかるのですけどね……」

　若様は役者やパンダではない。若様がいるからと騒さわがれては、若様はどこに行っても落ち着かないし、人が集まってきては煩わずらわしい。

「昨日は、初めて帝都城公園にお出かけになられたというのに、あまり騒がれるから、五分ほどでお城に戻られてしまったし」

「あぁ、あれね……。私は帝都城ホールの警けい備びをしてたんだが、あそこまでものすごい歓かん声せいが聞こえてきて、驚いたぞ」

「内うち堀ぼりの東門を出られただけで、あの騒ぎでは。若様でなくとも、怖がって当然だ」




　新聞や本に掲けい載さいされている写真で、若様のお姿を知っていた帝都民は、愛らしい若様が帝都城の外に出てくるのを楽しみに待っていた。しかし、人気役者を劇場の外で出待ちするように人だかりを作られたり、わーきゃー騒がれては、色々な意味で迷めい惑わくだ。

　怒号のような大歓声があがり、大勢から注目された若様は、驚いて泣きだすどころか、脅えて萎い縮しゆくしてしまった。若様の帝都城公園デビューは、はっきり言って大失敗だ。

「具合を悪くして、寝こまれたのだったな」

「お小さいのだから、仕方あるまい」

　もっと注意をしなければと、公儀隠密たちは気持ちをひとつにした。

　しかし、どんなに注意を払っても、若様は帝都城の内堀の外に出ると体調を崩くずした。




「帝の公務は、誰にも代わってもらえない。たくさん走って体力をつけておかなくてはいけないよ。皆みなの前に立って民を率ひきいていく、立りつ派ぱな帝にならなければね」




　帝は若様の小さいころから、体力が必要だと教えていた。皆の前に立つ者は自分の足で立たねばならない。誰だれかに背せ負おわれていては、格かつ好こうがつかない。

（はしらなくちゃ！）

　スポーツの基き礎そは、走ることから。足あし腰こしが安定しているところから始まる。

　強固な結けつ界かいで守しゆ護ごされ、不ふ審しん者しやが侵しん入にゆうしない帝都城内堀の中、帝都城の周りは、閉門時間には若様のランニングコースになった。そしてもう一カ所、関係者以外立ち入れない、帝都城の中、階段の上のぼり下りも、若様にとって室内トレーニングの場所だ。

（がんばっていらっしゃるな）

（この前より、お早くなられたぞ）

（長い時間、走れるようになってこられたな）

　帝都城で勤きん務むしている警備の者たちや公儀隠密は、若様が毎日こっそりトレーニングしている姿を近くで見ているが、それを口こう外がいすることはない。




　四歳になった若様は、四月から帝都学園の幼よう稚ち舎しやに入ることになった。

「映璃も、帝都の子供の一人なのだよ。幼稚舎では、他の子供と同じようにしなさい」

　集団行動する子供の中で、若様は自分を特別扱いするように強要してはいけないと、帝に厳しく言われた。

　だから、並んで順番に従う。早い者勝ちの場面に出遅れてしまったなら、おとなしく負け組に入らなければならない。それは当たり前のことで、恥はずかしいことではない。




　十分に走りこみ、同じ年頃の子どもと比べても、かなりしっかりと体力をつけて幼稚舎に入った若様は、しかし初日から、思うように行動することができなかった。

（……身体からだがだるい。気持ち悪い、吐はきそう……）

　帝都城下は、帝都城内堀の中のような強固な結界に守られてはおらず、若様を蝕むしばむ蟲むしの穢けがれがあったのだ。

　まだ幼おさない若様は、体調不良の原因がわからない。




　入舎式の前、その年の新入生となる子供だけが集められた待合室となる部屋には、人数の三分の一の数の椅い子すしか置かれていなかった。

　大人おとなが介かい入にゆうすることなく、子供たちが子供だけの空間でどのような対応をするのかを、こっそり見るためだ。




「────大丈夫ですか？　先ほどから、お顔の色が悪いです……」

　同じ学年だったので、お世話係になった白びやつ虎こ神社の子供・篠しの原はら勇ゆう輝きは、若様が自分から言う前に、具合が悪いことに気づいてくれた。




　人の前に立たなければならない人間なのだから、人に心配をかけてはいけない。気分が悪いから椅子に座りたいなと思っても、恥ずかしくて言いだせない。しゃがみこむなんて、格好の悪いことはできない。

（気がついてくれた……）

　どこかが楽になったわけではないが、気づいてもらえたその事実が嬉しくて、若様は泣きそうになったが、人前で泣くのは格好悪いので、ぐっと堪こらえた。

　気持ち悪いんだ、という弱よわ音ねすら吐はけずに吞のみこんだので、無表情で無口になる。

　若様は返事できなかったが、賢かしこい篠原勇輝は『返事をするのも辛つらい』状態であることを察してくれた。




「座らないなら、その椅子をくれない？」

　先んじてちゃっかりと椅子をキープし、それで遊んでいた男の子に、篠原勇輝は臆おくすることなく近寄って言った。

（俺が若様を守らなくちゃ！）

　子供心にも、お役目を頂いただいたし、若様は具合がよくない。守らなければと必死だ。




　椅子の背もたれを摑つかみ、座面に立って遊んでいた子供は、近寄って声をかけてきた篠原勇輝を見み下おろす。

「……何？」

　要よう領りようのいい子供は、頭の回転が速く、腕わん力りよく的てきにも強い。早い者勝ちならば、自分は正しいと思うから、後から来て「くれ」と言われても、嫌いやだ。

（他の子に言えばいいのに！）

　なぜ自分がそんなことを言われなくてはならないのだろうと、不公平で理り不ふ尽じんな気分にもなる。

　集められたばかりの子供は、近所で育った『知ってる子』以外、まだ友達ではない。

　親が近くにいなくて不安だったり、照れがあったり、共通の話題が見つからなかったりで、知らない子供にうまく話しかけられない子供がほとんどだ。




　若様が恥ずかしくて言えないことを、篠原勇輝がばらすなんて、失礼なことはできない。具合の悪い者がいるから頼んでいるのに、それがわからないのは、程度の低い馬ば鹿かだ。




　椅子は座るものであり、遊具ではない。




「退どけよ」

　篠原勇輝は椅子を蹴けり倒して、乗っていた子供を放りだし、椅子を手に入れた。

　ものすごい音を立てた、容よう赦しやない突然の暴ぼう挙きよに、周りにいた子供たちは驚き、啞あ然ぜんとする。

「うわぁぁぁぁん！」

　蹴り落とされた子供が、床ゆかで頭をぶつけ、火がついたように大泣きした。

　悪いのは篠原勇輝だと見えるが、あまりに怖すぎて、誰も何も言えない。




「どうぞ。座ってください」

　にこりと微笑ほほえんだ篠原勇輝は、持ってきた椅子の座面を手で綺き麗れいに払ってから、それを若様の近くに置いた。

「……」

　気分が悪くて礼も言えないまま、若様はその椅子に座った。

　背中を曲まげたり俯うつむいたりすることなくまっすぐに顔を上げているが、そっと目を伏せた若様に、腰かけることでいくらか楽になったとわかり、篠原勇輝はほっとする。




　大泣きしている子供の声が聞こえて、若い女性の先生が慌あわてて部屋にやってきた。

「どうしました!?」

　訊たずねる先生と同時に、篠原勇輝は物ぶつ騒そうな目で、同じ部屋にいた子供たちを見た。

「……」

　ガンを飛ばされ、黙だまってしまった子供たちの中、大泣きする子供の声だけが響ひびく。

「うわぁぁぁぁん！」

「大丈夫!?　あぁ、大変、すり剝むいて血が出ているわ……！」

　先生は泣いている子供を抱だき上げて、保健室に連れていった。




　帝都学園幼稚舎の入舎式の日に、強きよう烈れつな印象を残した篠原勇輝は、そのままその態度を貫つらぬきとおした。自分が怖がられることで若様を守れるなら、それでいい。




　若様はほとんど喋しやべらないし、笑わない。お遊ゆう戯ぎや歌にも、あまり加わらない。篠原勇輝がどこかに連れていって、おやつや食事も、別の場所でとる。

　綺麗で可愛らしい若様に話しかけ、一緒に遊びたいなと思う子供がいても、篠原勇輝が怖い顔で睨にらんでいるので、近づけない。

「お身体が弱いんだって」

　誰かが言ったことは、もっともらしく広がっていった。

　実際、蟲の瘴しよう気きによる穢れで苦しんでいた若様は、まったく体調が優すぐれなかった。




　白虎神社の子供で、幼いながらに巫かんなぎとしての修行を始めていた篠原勇輝は、清せい浄じように澄すんだ綺麗な気を発していたので、若様は篠原勇輝の近くにいると、穢れが消えてとても身体が楽だった。

　しかし、帝都城下に漂う穢れがあまりにも濃いと、篠原勇輝が一緒にいても、若様は苦しくて堪たまらない。

　幼稚舎は楽しくて大好きだったが、結界領りよう域いきの境界である、帝都城の内堀を越えられない。




「申し訳ありません、気づくのが遅れました……！」

　帝都城奥庭のお庭番に任ぜられていた帝都神社の神官は、帝と小お此この木ぎ神官長に深々と頭を下げた。




　若様と篠原勇輝が全力で隠かくしたので、若様の体調不良とその原因が大人にわかったのは、若様が幼稚舎に入って半年も経過したころだった。

　異常があったことに奥庭のお庭番が気づいたのは、奥庭に遊びに来た若様を、奥庭の四し神じんが癒いやし、その身に纏まといつく穢れを祓はらい除のけていたからだ。




　奥庭のお庭番は報告する。

「若様は蟲の放つ穢れにとても敏びん感かんです。そして若様は、その御おん身みに蟲を集めてしまう性質があります」

「それは……！」

　予想もしなかったことに帝は絶ぜつ句くし、小此木神官長は軽い頭痛に襲おそわれる。

　可愛い若様は、帝都民にとても好かれているが。

「何も蟲にまで好かれなくったっていいのに」




「────若様、運動会に出られますよ」

　帝都神社の小此木神官長の言葉に、帝都城下の穢れが濃すぎて帝都城から出られず、幼稚舎を欠席していた若様は目を瞬しばたたく。

「ほんとう？」

「はい。運動会の前の夜に、帝都城下の穢れを祓いますから、大丈夫ですよ」

　幼い若様に気を遣つかわせ、身体が苦しく辛つらいのを長い間我が慢まんさせていたことを不ふ憫びんに思った帝都神社では、『蟲むし呼よびの夜』を行う日を合わせて、若様に初めての運動会を楽しんでもらいたかった。




　篠原勇輝はほとんど諦あきらめていたのだが、帝都城下の穢れがなくなって、若様は運動会に参加することができるようになった。

「おはようございます、若様！」

「おはよう！」

（よかった、顔色がすごくいい）

　帝都城に若様を迎えにいった篠原勇輝は、元気そうな若様を見て、心からほっとする。




「若様、がんばれぇ！」

　篠原勇輝が大きな声で応おう援えんしてくれたので、若様は恥ずかしかったが嬉しかった。




「……どうしよう？」

「うん……」

「勇輝くん、怒るよねぇ」

　走る順番が若様と同じ組になってしまった子供は、若様を追い抜いたりしたら、篠原勇輝が睨んだり蹴ったりしてきそうでどうしようかと心配ながら、位置に着いた。

　だが、走りだした途と端たん、そんなことを考える余裕なんて吹っ飛んだ。

（えっ）

（うわぁ）

　あっという間に若様の背中が遠くなる。




「────速いっ……！」

「噓うそだろ……」

「若様、すごーい……！」

　一緒に走った子供がけっして手を抜いたのではないことは、見ていた者たちにも一目でわかる。

　若様は走るのがとても速かった。

「やったぁ！　若様が一番っ！」

　篠原勇輝は飛び上がって喜び、周囲からは思わず拍はく手しゆが沸わき起こった。

　皆から注目され、若様は恥ずかしかったが、誇ほこらしかった。

　この日、幼稚舎に入って初めて、若様は皆の前で笑顔を見せた。




　翌年の運動会に、元気に走る若様の姿はなかった。小学校に上がってからも、若様は欠席することが多かった。体育の時間はほとんど見学し、早退することもある。帝都学園の中等部・高等部は全ぜん寮りよう制せいだが、若様が食堂や談話室を利用することはない。土日祝日や帰き省せいの時期でもないのに、帝都城に戻ってしまうこともある。




　若様に対する印象は、物静かで、控ひかえめだ。大きな声で騒いだり、笑ったりしない。

　容姿の整った若様は、存在しているだけで嬉しくなる素す敵てきな人だったから、それでもいいと思っていたけれど────。




「……朝からいいもの見ちゃったよ」

「若様、最近いいよなぁ」

　ピヨ四神に微笑ほほえみかける若様を朝一番で見かけた生徒は、その日一日、ほわほわと幸せ気分を満まん喫きつだ。




　新聞や帝都日につ報ぽうに掲けい載さいされている若様の写真、その表情が柔やわらかく優しいものに変わってきたことに、多くの者が気づいている。

　今、帝都に行ったなら、楽しそうな若様を見かけることができる。




　帝都城奥庭のお庭番に新しく任ぜられた少年の、功こう績せきあってこその事柄である。
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